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1．指導計画作成の立場

(1)基本的な考え方

精神発達遅滞の児童生徒は，知的能力の遅れのため，健常児と同じ内容，方法で指導して

も理解することは難しい。そこで，具体的な生活場面の中で，全部または一部の教科を合わせ

たり，領域を統合したりして与え，生活に役立つ生きた知識，技能，態度を身につけさせる方

法のひとつとして，生活単元学習と呼ばれている指導の形態がある。

生活単元学習は，生活上の課題や問題を解決したり，処理したりするために，めあてを持っ

て組織的に活動させることによって，現在および将来の社会生活に必要な事がらを具体的，総

合的に学習させようとするものである。

したがって，生活単元学習においては，児童生徒が自分の生活を基盤として，環境へ積極

的に働きかけ，生活経験の範囲を広げることと，自発的，自主的な行動ができるように変容さ

せて行動の質的向上をめざすことにより生活力の育成を図ることができると考える。

そこで，生活単元学習が真に効果を発揮するために必要な条件として次のようなものを設定

した。

ア．児童生徒自身が，または，人からの働きかけによって興味・関心を持って活動できるも

のであること。

イ．学習活動が終わった時，満足感，成就感を味わえるものであること。

ウ．めあてをもって活動できるものを多くし，目的意識の乏しい児童生徒の場合，繰り返し

活動させることによって，見通しがもてるようなものであること。

エ．活動の中で，役割分担を取り入れられるものであること◎

オ．活動を通して，現在および将来の社会生活に必要な知識，技能，態度が身につくように言

語，数量などの知的内容を含むものであること。

力．児童生徒の発達段階に差はあっても一緒に活動できるものであること。

キ．人とのかかわりの中で活動できるものであること。

(2)目標

ｏ身のまわりの事物，出来事への興味・関心を広げ，自発的，自主的な生活態度を養う。

。集団生活への参加の仕方を身につけさせるとともに，生活に必要な初歩的な知識，技能を

身につけさせ，自主的，自律的な生活態度を養う。

。社会生活を円滑に行うために必要な基礎的，基本的な知識，技能を身につけさせるととも

に，主体的，自律的な生活態度を養う。
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(3)指導計画作成上の配慮事項

①それぞれの単元の指導内容は，小中高それぞれの学部の児童・生徒の発達段階に即したも

のを準備し，また目標設定において，それぞれの段階に系統性をもたせるようにした。

②単元配列にあたっては，行事や季節を考慮したものを中心にしながら，小学部においては

子どもたちの興味・関心にもとづく遊び，中学部においては生活に必要な知識．技能，更に

高等部においては勤労の体験を盛り込み，それぞれの段階で生活経験の拡大を図ることがで

きるようにした。

③一月一単元をめやすとしたが，小学部では学期始めのオリエンテーション，中学部では宿

泊学習，高等部では作業学習とのかかわりの深い単元等において，期間の短縮，延長等を行

った。

④年間を通して各単元の関連を図り，子どもたちが先行経験を生かし，見通しをもって意欲

的に活動できるように構成した。

⑤関連内容の欄は，各教科･領域の具体的内容から代表的なものを記入した。

⑥週あたりの時数は，小学部では８時間，中学部では７時間，高等部では８時間とし，年間

３５週で算定して，単元内容に応じて時数配当をした。

2．活用上の留意点

①児童生徒の生活経験の拡大や自主的活動を推進するために，他教科・領域との関連を十

分に図るようにする。

②児童生徒が生き生きと取り組めるように，教科・教具，学習過程，役割分担等を工夫し，

必要に応じては学習集団の編成にも柔軟性をもたせるようにする。

③身体活動，模倣活動を多く取り入れるようにし，学習内容の具体的な理解と定着を図るよ

うにする。
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小学部低学年 小学部低学年 4月

1１０

単
元
名

友だちになろう

(１６）

目
標

○ 新しい先生や友達の名前，自分の机・ロッカー，便所等の位置や

場所を知ったりすることにより，学校生活に'慣れさせるようにする

とともに，屋内外でのいろいろな遊びをすることにより教師や友達

と仲よく活動できるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．先生や友達を知る。

(1)自分，先生，友だちの名前調

べをする。

０

○

写真，絵カードと本人との

対応

返事，挙手の仕方

(2)歓迎会に参加する。

Ｃ

○

Ｃ

自己紹介

｢仲よしさん」の紹介

歌，ゆうぎ

2．新しい学校に慣れる。

(1)自分の机，いす ツ ロッカー ,

くつ箱等の位置，使い方がわか

る◎

(2)校内めぐりをする。

○

○

校舎内：便所，特別教室等

校舎外：各固定施設等

(3)「一日の学習の流れ」を知る。

○ 一日の大まかな学校生活

3．友達と仲よしになる。

(1)屋外での遊びをする。

○

○

散歩ｏ水，砂遊び

固定施設遊びｃ乗りも

の遊び◎草つみ等

(2)屋内での遊びをする。

○

○

○

○

トランポリンｏマット

絵本ｏ粘土。積木

ﾐニカーｏ楽器遊び

テレビｏリズム遊び等

○

○

○

○

○

０

○

○

教師や友達と一緒に遊ぶなかで

呼びかけやマッチングなどをゲー

ム形式で行い，互いの名前に気づ

かせる ◎

呼名されたら返事をして右手を

挙げることを知らせる。

９
自分の学級以外にもたくさんの

友達がいることを知らせ，歌やゆ

うぎを教師や上級生と一緒にする

ことにより フ
ノ
友達に慣れさせる。

日常生活の指導とも関連をもた

せ一日の学習の流れの中でも随時

指導し，位置や使い方等に慣れさ

せていく ◎

便所や特別教室，固定施設等の

場所や使い方，約束事を知らせる

とともに，安全面については実際

の場で具体的に取り扱うようにす

る◎

一人ひとりの好きな遊びをもと

に新しい遊びも少しずつ取り入れ

経験をさせる。

思い切り遊べるように遊具や場

の安全面に留意する。

教師も遊びの中に入り，遊びを

盛りあげ，子ども同士，子どもと

教師間の信頼関係を密にしていく。
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真
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･記号シー
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･絵カード
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･マット

● 絵本

･粘土

●

●

積木

ミニカー

･楽器

，
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小学部低学年５月

－１１１－

単
元
名

のりものごっこをしよ
ア

つ (32）

目
標

○ 教師や友達と一緒に乗り物の歌をうたったり，乗り物ごっこをし

たりすることができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．乗り物のおもちゃで遊ぶ。

０

０

ミニカー，電動式汽車など

船，潜水艦など（ミニプール

を使って）

2．乗り物で遊ぶ。

(1)一人で乗る。

０ 三輪車，手こぎ車など

(2)教師や友達に押してもらう。

○ 模擬汽車，箱車など

3．乗り物に関する歌をうたったり

リズムをしたりする。

(1)歌やリズムをする。

○ 「きしや」 , ｢バス」など

(2)乗り物の模倣をする。

０

●

●

●

形態・音

自動車：ブッブー

電車：ガタンゴトン

飛行機：両手を広げて

4．乗り物ごっこをする。

◎

○

●

●

跳び縄，輪

模擬バス（電車）

乗降の仕方

並ぶ順番

5．反省をする。

○

○

○

○

○

○

子どもの興味・関心のあるいろ
●

いろなおもちゃを準備し，自由に

遊ばせる。

自分の好きな乗り物で自由に遊

ぱせる。また，乗りたがらない子

どもIま，教師と一緒に乗ったり，

押したりさせる活動を十分に取り

入れる。

絵や写真，ＶＴＲを見せたり，

汽笛などの音を聞かせたりしなが

ら乗り物に対する興味・関心をも

たせる。

実際に見たり，乗ったりした乗

り物のイメージをもとに，歌をう

たわせたり，模倣や身体表現をさ

せたりする。

教師が中心となり，ごっこ遊び

をするなかで，簡単なきまりや役

割を少しずつ加えていき，友達と

のかかわりをもたせる。

遊んだ遊具の後片付けについて

も指導する。

･おもちゃ

･三輪車

･手こぎ車

･自転車

●

●

箱車

カセット

テープ

･絵カード

・ＶＴＲ

･写真

･模擬バス

･跳び縄

● 輪

１
５
７
８
２
２
８
１

５
別

生・遊

音’一

体ｌ一

生・遊

生・遊

１

１

●
●
●
●
●



小学部低学年６月

－１１２－

単
元
名

学校にとまろう（１）

(32）

目
標

○ 教師や友達と一緒に活動に参加して，学校に宿泊することができ

るようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．「学校にとまろう」について話

を聞く。

(1)８ミリで昨年の様子を見る。

(2)学校にとまることについて話

を聞く。

○ 期日，主な活動

2．学校にとまる練習をする。

(1)寝起きの練習をする。

０

○

寝床の準備，就寝，起床

衣服の着脱

(2)歯みがき，洗面の練習をする。

○

○

歯ブラシの使い方

洗い方，ふき方

(3)入浴の練習をする。

０ 体の洗い方，湯舟への入り

方

(4)お楽しみ会の練習をする。

ｏリズム，花火遊び，灯ろう

3．学校に宿泊する。

○ はじめの式

ｏおやつ，食事

○

○

○

○

入浴，衣服の着脱

寝起き，洗面

お楽しみ会

など

おわりの式など

4．反省をする。

０ 楽しかったこと

０

○

○

○

○

○

○

○

０

宿泊の様子を見せたり，用具を

取り扱わせたりして宿泊に対する

関心をもたせる。

活動の様子がわかる絵カードを

準備する。

宿泊当日の日程にそった活動を

繰り返し行うことでどんなことを

するか知らせる。

歯みがき，洗面など身辺処理の

様子を家庭に知らせ，共通理解を

図りながら個々の子どもに合った

指導を行う。

校内の風呂や銭湯を使い，衛生

面に配慮しながら入浴の楽しさを

味わえるようにする。

美しさを感じられるような活動

を準備する。

花火遊びでは，安全面に留意し，

正しい扱い方を教師と一緒にする。

親から離れて泊ることへの不安

が少なくなるように，上級生と一

緒の活動や教師の声かけ，補助を

多くする。

ＶＴＲを視聴させ，どんな活動

をしたかを思い出させる。

● ８ミリ映

写機

・フイルム

● 写真

･宿泊用具

･絵カード

● ござ

･寝まき

● 毛布

･脱衣かご

･着がえ

･タオル

･洗面器

●

●

ビニール

袋

バッグ

･歯ブラシ

･石けん

●

●

●

銭 湯

花火

風船

･灯ろう

・ＶＴＲ

１
羽
３
６
４
６
４
７

３
８
０
２
７
９
１

－
一
一
一
一
一
一
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２
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－
，
，
，
，
‐
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１
１
’

一
，

遊
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基
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小学部低学年７月

－１１３－

幽
干
元
須
胃

楽しく遊ぼ
ア

つ

(夏の遊び）

(16）

目
標

○ 教師や友達と一緒に，泥んこ遊びや水かけ遊びなどの水を使った

遊びやおやつ作りなどをして，夏の遊びに親しむことができるよう

にする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．水を使って遊ぶ。

０

０

０

○

○

０

○

●

●

●

泥んこ遊び

穴・溝掘り

ままごと遊び

型ぬき

団子作り

石けん水遊び

・ストロー吹き

●

●

●

●

●

シャボン

水まき遊び

水道の蛇口

ゴムホース

じょうろ

水かけ遊び

手

。．

●

●

●

●

●

●

，

ツ

板
プ

霧吹き

流しっこ遊び

木の葉

おもちゃ

あき缶

舟・おもちゃ遊び

ミニプール

プール

2．おやつを作る。

○

○

●

●

かき氷

氷かき

シロップかけ

すいか割り

○

○

○

○

○

水の感触を知らせるために，砂

や土と組み合わせて与えたり，水

をかける，水で流すなど様々な方

法で水を使わせたりする。

○

水を使った遊びから，水の中で

の遊びに移行できるように，ミニ

プールに水をためておき，泥んこ

遊びや石けん水遊びの後，中に入

○

って遊べるようにする。

泥を友達の顔につけたり，目を

こすったりしないようにさせ，危

険のないようにする。

水まき遊びや水かけ遊びをさせ

る時は，いろいろな容器を準備し１

子どもたちが自由に遊べるように

する ◎

流しっこ遊びでは，木の葉，あ

き缶などの流すものやとい，ダン

ポールで作った川の幅，傾斜を変

えて，遊びをいろいろ工夫できる

ようにする。

遊んだ後の片付けや着替えなど

ｉも指導する。

おやつを作ることに重点を置か

ず，水を凍らせて氷を作ったり，

氷かきをしたりなどの遊びを中心

にする。

･水着

･スコップ

･ホース

● 型

･容器

･石けん

･ストロー

･ホース

●

｡

●

●

じょうろ

容器

板

コップ

･霧吹き

･木の葉

･おもちゃ

。あき缶

● 舟

･おもちゃ

●

●

ﾐニプー

ル
氷

･氷かき器

● シロップ

･すいか

１

２

８
６
７

８
１
５
８
２
１
１
１
１

一
一

遊
ｌ

遊
ｌ
自
１
１
１

．
一
亜
一
》
一
卵
一
一
つ
■
■
■
■
■
一

●

●

含
日
日
且

●

●

生
体
生

図
生
生

●
●
●

●
●
●



小学部低学年９月

単
元
名

楽しい二学期

(８）

目
標

○ 夏休みの出来事や一日の学習の流れについて教師の話を聞いたり，

教師や友達と一緒に遊んだりすることにより，二学期当初の生活に

慣れさせるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．夏休みの写真やスライドを見た

り，先生の話を聞いたりする。

○

○

水遊び，花火，キャンプ，旅

行，墓参りなど

夏休みの学習帳，採集物など

2．先生や友達の名前，自分の机や

くつ箱などを確かめる。

(1)自分，先生，友達の名前調べ

をする。

○

○

写真，絵カード，文字カー

ドと本人との対応

返事，挙手の仕方

(2)自分の机，いす , ロッカー ，

くつ箱等の位置，使い方を確か

める ◎

3．友達と仲よく遊ぶ。

○

○

屋外での遊び（水遊びを中心

に）

●

●

●

●

水鉄砲，水車，ふれ，噴水

どろんこ遊びなど

プールに入って

屋内での遊び

トランポリン，リズム

積木，粘土

4．大まかな一日の学習の流れを確

かめる ◎

，

○

０

○

○

○

○

○

○

子どもの状態によっては，学習

活動３の水遊び，砂遊びを導入と

して学習活動を展開してもよい。

家庭から持ってこさせた写真等

をもとに教師が中心となって話を

すすめる。

教師や友達と一緒に遊ぶなかで

呼びかけやマッチングなどをゲー

ム形式で行い，互いの名前を確か

めさせる。

呼名されたら返事をして右手を

挙げることを思い出させる。

日常生活の指導とも関連をもた

せ一日の学習の流れの中でも随時

指導するようにする。

いろいろな遊び道具を準備する

とともに，安全面には十分注意し

てみんなで楽しく遊べるようにす

る◎

遊びの中で声かけ手つなぎなど

をして，子ども同士，子どもと教

師とのかかわりが十分にもてるよ

うにする。

大まかな流れを絵カードで示し

学校生活のリズムを知らせる。

。写真

● スライド

･絵カード

･学習帳

･採集物

･写真

･絵カード

･名前カー

ド

･名前カー

ド

･記号シー

ル

･水着

･水鉄砲

･水車

●

●

●

ね
水
ふ
噴

せっけん

･ストロー

●

●

トランポ

リン

粘土

･積木

･絵カード

国１－１

２，３

生・自

１－２

国１－８

９，１９

生・交

１－１

国１－１７

生・基

１－３１

生・遊

１－１

～８

生・交

１－６

生・決

１－２

生・決

１－１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



小学部低学年９月

－１１５－

単
元
名

運動会

(24）

目
標

○ 教師や友達と一緒にかけっこや綱引きをしたり，集合・整列をし

たりすることにより，競技や演技，集団行動に慣れさせるようにす

る。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．運動会について話を聞く。

(1)ＶＴＲで昨年の運動会を見る。

(2)今年の運動会について話を聞

く◎

ｏかけっこ

○ 綱引きなど

2．運動会の練習をする。

(1)自分の組を知る。

０

○

組
組
赤
白

赤い帽子

白い帽子

(2)かけっこをする。

○

○

スタート，ゴールの位置

ピストルの号砲

(3)リズムをする。

○

○

入退場の場所

｢仲よしさん」（二人組）

(4)団体競技をする。

○

０

座る順序

タッチの仕方

(5)全体練習に参加する。

○

○

集合，整列

綱の引き方

Ｆ－－－－－一一一一

Ｌ
運動会に参加する。

－１

一一一一一一一一一一当

3．運動会の反省をする。
○ ＶＴＲ

○

０

○

○

○

○

ＶＴＲで見た用具を実際に使わ

せたり，かけっこや綱引きなどの

模倣をさせたりして種目について

知らせる。

紅白の応援旗や万国旗を教室に

設営し運動会の雰囲気を盛りあげ

る０

常に帽子の色に着目させ，自分

の組を気づかせる。

○

具体物（用具）と絵カードのマ

ツチングをさせながら，用具に‘慣

れさせる。

具体的な活動を繰り返し行うこ

とにより種目に対するイメージを

育てていくとともに教師と一緒に

行動がスムースにできるようにす

る。

教師や上学年の子ども達と手を

つながせたり，模倣させたりしな

がら活動できるようにする。

ＶＴＲの場面に合わせて，ごつ

乙的に再活動させながら，運動会

を思い起こさせる。

・ＶＴＲ

･運動会用

具

･応援旗

･万国旗

･帽子

● ピストル

･ゴールテ

プ

･絵カード

●

●

カセット

テープ

手具

･運動会用

具

・ＶＴＲ

･運動会斥

具

。国１－２

３

１０

.算１－２

.生・遊

１－４

･算１－６

・生・遊

１－２

・国１－７

・音１－４

・体１－２０

．体１－２

３，１３

・音１－１４

・生・遊

１－２



小学部 低学年１０月

１１６

単
元
名

学校にとまる
ー

つ (1)

(32）

目
標

○

○

歯みがきや洗面，衣服の着脱など基本的な身辺処理が大まかにで

きるようにする。

教師や友達と一緒に活動して学校に宿泊するなかで，自分のこと

lま自分でしようとする態度を養う。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．「学校にとまろう」について話

を聞く。

(1)８ミリや写真で１学期の様子

を見る。

(2)学校に宿泊することについて

話を聞く。

○ 期日，主な活動

2．宿泊の練習をする。

(1)歯みがき，洗面の練習をする。

○

○

○

歯ブラシの使い方

うがいの仕方

洗面の仕方，ふき方

(2)衣服の着脱の練習をする。

○

０

０

首，腕などの出し入れ

ボタン，ファスナーの掛け

はずし

後始末

(3)お楽しみ会の練習をする。

○

○

キャンドルファイヤー

リズム

3．学校に宿泊する。

○

○

○

寝起き，洗面，入浴

食事

お楽しみ会など

4．反省をする。

○

０

楽しかったこと

がんばったこと

○

０

○

０

○

０

日程表を見せたり，用具を扱わ

せたりすることなどで宿泊に対す

る関心を高める。

絵カードを使って，どんな活動

をするかを知らせる。

○

０

布団を使うことやキャンドルフ

アイヤーを行うことなどから前回

との違いを知らせる。

前回に比べて向上した点を確認

し，家庭と連絡をとり合って課題

を決め，手だてを工夫して指導に

当たる。

ねまきを中心に取り扱い，表裏

前後をまちがえないように持つ位

，

置に目印をつけるなど工夫をするｃ

ローソクの持ち方，火の扱い方

には十分配慮し，事故を防止する《

友達や教師との活動を通して宿

泊の楽しさを味わわせる。

活動への取り組み，技能面など

の様子を家庭へ知らせ，今後の指

導に役立てる。

● ８ミリ映

写機

･フイルム

● 写真

･宿泊用具

● 日程表

･絵カード

●

●

布団

鏡

･洗面台

･洗面用具

･指導板

● 模型

･ねまき

･キヤンド

ルファイ

ヤー台

･ろうそく

● 銭湯

･ふとん

・ＶＴＲ

３
３
１
６
３
６
１
１２
３
１
２
２
８
｜
銘
－
６
－
６

－
一
一
，
‐
一
－
，
１
－
’
一
Ｉ

遊
１
１
交
１
２
１

基
ｌ
〃
躯
決
Ｉ

遊
１
基
１
交
３
役
４

●

●

●

●

生
国
生
算
生

生

●
●
●
●
●
●



小学部低学年１１月

－１１７－

単
元
名

まつりをしよう

(32）

目
標

○ 教師や友達と一緒に，みこしを作ってかついだり ， 出店で売る品

物を作ったりして，まつりを行うことができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

１．まつりについて話を聞く。

(1)８ミリや写真を見る。

(2)他の祭の見学をする。

０

○

●

●

品物

食べたい物

にぎやかなこと

人通り

(3)期日・日程を知り，みこし

出店などについて話を聞く。

２．まつりの準備をする。

●

(1)みこし・うちわ・豆しぼりを

作る。

(2)みこしパレードをする。

● 小学部合同

(3)出店で売る品物を作る。
げ

(例）ジュース

(4)出店の飾り付けをする。

０ 色紙はり・色ぬり

(5)お店屋さんごっこをする。

○ 品物と引換券との交換

(6)案内状を作る。

○ なぞり・色ぬり

３．まつりをする。

○

○

みこしパレード

出店

4°まつりの反省をする。

○

０

○

○

○

○

○

1年生は，まつりははじめてな

ので，昨年のみこしや法被なども

見せて，まつりへの関心を持たせ

る◎

出店で売っている品物を見学さ

せたり，買い物をさせたりして，

作りたいものを決めさせる。

○

○

○

○

○

まつりがある日に印を付けさせ，

まつりがあることを知らせる。

みこしは，あらかじめ型を作っ

ておき，色をぬったり，色紙をIま

ったりさせる。

かけ声をかけたり，呼び子をふ

いたりさせて，パレードをさせるｃ

ジュースのように簡単にできる

iものを繰り返し作らせ，品物を作

ることに慣れさせる。

色紙を切って壁にはったり， ．

ツプや型紙に色をぬったりさせる《

品物と引換券との交換を中心に

お店屋さんごっこをさせる。

まつりの下絵を準備しておき，

なぞらせたり，ぬらせたりする。

低・中・高学年別にみこしを力＞

つがせ，校内をパレードさせる。

教師や友達と一緒に売ったり買

ったりさせる。

８ミリを見せて，まつりでやつ

たことを話させる。

●

●

８ミリ

写真

･絵カード

● みこし

･法被

● 暦

･油性ペン

･色紙

●

●

●

●

みこし

布

みかん

ジューサ

ー

･色紙

･コツ

●

プ

型紙

･引換券

･色画用紙

●

●

●

水性ペン

法被

うちわ

・豆しぼり

●

●

みこし

８ミリ

９
６
３
岨
１
１
３
岨
２
２
妬
３
２
２

３
２
２

３

一
一
●
一
一
一

一
●
一
一
一
－

１
１
金
１
役
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

役
ｌ
遊
１
１
金
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１

●
一
●
●
●
●

国
生
Ｉ
生
国
図
生
生
図
生
１
国
図
国

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●



小学部低学年１２月

－１１８－

単
元
名

もうすぐお正月

(24）

目
標

○

つ

教師や友達と一緒にクリスマス子ども会をしたり，新年のあいさ

' 遊びなどをしたりすることができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．年末の行事や正月について話を

聞く ◎

(1)８ミリや写真を見る。

(2)クリスマス，もちつき，お正

月について話を聞く。

○

○

期日

内容

2．クリスマス子ども会をする。

(1)飾り作りや飾り付けをする。

ｏツリー

○

○

壁飾り

帽子

(2)歌やリズムの練習をする。

○

○

ジングルベル

サンタクロース

(3)案内状やプログラムを作る。

(4)クリスマス子ども会をする。

3．年賀状を作る。

○

○

あいさつ

投かん

4．もちつき大会をする。

○

０

つき方

まるめ方

5．正月の過し方を知る。

○

○

●

●

あいさつの仕方

｢おめでとう」

遊び

福笑い

たこ上げ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

８ミリや写真を見せ，クリスマ

スやもちつきなどの年末の行事，

正月の様子を知らせる。

クリスマス子ども会やもちつき

大会でどんなことをするか絵カー

ドなどで知らせる。

年賀状や福笑い，たこなどを見

せ，正月について関心を持たせる。

ツリーの飾りは，子どもがつけ

やすいように準備しておく。

帽子はあらかじめ作っておき，

それに色紙をはらせたり，色をぬ

らせたりする。

クリスマス子ども会でする歌や

リズムを中心に繰り返しさせる。

下絵を準備しておき，なぞらせ

たり ， ぬらせたりする。

手形やスタンプを押して，友達

や親あての年賀状を作らせる。

り

教師と一緒に，もちつきをした

， まるめたりさせる。

新年のあいさつが日ごろのあい

さっと違うことを知らせ，「おめ

でとう」を中心に練習させる。

福笑いやたこ上げなど正月にす

る遊びをさせて，正月の過し方に

ついて知らせる。

●

●

８ミリ

写真

･絵カード

･年賀状

･福笑い

● たこ

･クリスマ

スッリー

･帽子

･色紙

･絵の具

●

●

●

●

●

カセット

レコーダ

ー

下絵

きね

うす

もるぶた

･絵カード

･福笑い

● たこ

国１－３

１－２

１－９

１－６

図１－３

８．１２．１３

音１－５

６

図１－３

生・交

１－８

国１－２１

生・社

１－８

生・交

１－３．５

生・遊

１－１．４

●
●
●
●
●
●
●
●
●



･国１－１

２，３

小学部低学年１月

蛍
〒
元
須
胃

ｏ冬休みの出来事や一日の学習の流れについて教師の話を聞いたり，

教師や友達と一緒に正月のごちそうを作って食べたりすることによ

り，三学期当初の生活に慣れさせるようにする。

学期

（８）

楽しい

・国１－８

９，１９

･生・交

１－１

．国１－１７

.生・基

１－３１

標

主な学習活動・内容 留 意 占
ハ、、 準 備｜関連内容

1．冬休みの写真やスライドを見た

り，先生の話を聞いたりする。

ｏクリスマス，もちつき，初も

うで，お年玉，年賀状など

ｏ教師は具体物（餅，お年玉袋な

ど）や写真，絵等をもとに話をす

る。

･餅

･お年玉袋

d写真

･絵カード

･スライド

･絵カード

･写真

・ＶＴＲ

〃
雛
我
欲
鵬
鵬
卿
噸
罷
砺
割
乱
鮒
溌

辞
》
》
》
》
州
乱
雑
》
州
乱
悟
諦
。
》
》
》
》

杓
い
瓶
批
撰
硫
耐
献
餅
粧
吋
鯵
縦
悩
抽
純
好
雌
＆

や
行
・
た
を
の
活
う
↓
活
学
う
員
も
わ
す
な
な
み
す

》
》
》
癖
》
》
》
》
》
》
》
》
犀
》
儒
恥
蕪
》
崎
鋤

音
教
も

○
○
○

○

○

○

Ｏ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
‐
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稲
妬
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ド
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ｊ

》
つ
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一
一
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↓

と

。
で
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字
シ
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。
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の
カ
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と
り
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。
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お
Ｊ
ｊ
教
し

自
乱
戎
方
旧
側
鞘
榔
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椛
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ま
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事
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す
ま
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を

舗
州
イ
．
応
鮒
吋
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帥
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↓
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◎
し
ｊ
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ズ

卿
剛
撒
伽
岬
帆
鋤
叶
伽
撒
伽
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蝿
轟
抽
唾
畦
峨
挫
州
川

や
な
真
人
事
分
箱
か
て
校
↓
子
師
食
ｒ
ざ
ｒ
ｒ
休
表
っ

粧
粥
写
鉢
返
自
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対
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総
統
州
雌
。
ご
・
・
雌
暁
Ⅷ

１
１

２

３

４

ト
レ
ー
の

ツ
プ
ダ
み
表

鉢
箸
セ
ー
ー
休
活
真

炭
火
火
力
テ
コ
冬
生
写

●
●
●
●
●

●

●

･顔写真

･絵カード

･名前カー

ド

･記号シー

ル

･生・決

１－１

１－３

９
５
３
６

一
一
一
へ

Ｉ
１
１垂白

国

●

●

･生・基

１－１
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小学部低学年１月

－１２０－

単
元
名

楽しく遊ぼ
ア

つ

(冬の遊び）

(８）

目
標

○ 教師や友達と一緒に，たこあげやさいころ遊び，焼きいもなどの

冬の遊びに親しむことができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．たこあげをする。

○

○

○

○

グニャグニャだこ

やっこだこ

へびだこ

はがきだこ など

2．わらべ歌遊びをする。

○

○

○

０

○

一本橋こちよこちよ

ひげじいさん

いもむしごろごろ

なくなくそこぬけ

おしくらまんじゅうなど

3．さいころ遊びをする。

(1)絵，文字さいころをふる。

(2)さいころの絵や文字と同じ遊

びをする。

(3)さいころの絵や文字と同じ板

をはめ込みパズル盤にはめる。

4．焼きいもをする。

０

○

たき火

焼きいも

5．反省をする。

○ おもしろかったこと

○

○

いろいろなたこを用意し，教師

が，あげてみせることにより，た

○

こあげに関心を持たせるようにす

０

○

る。

教師が歌ったり，歌に合わせて

子どもたちのからだに触れたりする

ことにより，教師と子ども，子ど

もたち同志のかかわりを大事にし，

楽しい雰囲気の中で，わらべ歌遊

○

びができるようにする。

子どもの実態に応じて，関心の

ある遊びの絵や文字のかいてある

大きく，軽いさいころを準備する。

友達と交互にさいころをふり，

自分の出した絵や文字と同じ遊び

をさせることにより，さいころ遊

びの楽しさを知らせる。

屋外で遊んだ後，たきびを囲ん

で，焼きいもを食べることにより

暖かい雰囲気を味わわせる。

ＶＴＲや８ミリなどを見ながら

おもしろかったことを思い出せる

ようにする。

･いろいろ

●

●

●

●

なたこ

カセット

一

ﾗア
一 プ

レコード

さいころ

絵

･遊具

葉
枝
枯
枯
●
●

● いも

･アルミハ

ク

・ＶＴＲ

● ８ミリ

２
８
４
６
５
７
３
７
３
５
１
２
２

－
，
一
，
｜
，

遊
ｌ
自
１
１
５

遊
１
６
１
５
畑
Ｉ
自
Ｉ
１
１

●

●

生
生
音
生
算
生
国

●
●
●
●
●
●
●



小学部低学年２月

－１２１－

単
元
名

学習発表会

(32）

目
標

○ 教師や友達と一緒に，うたやリズム遊びなどの出し物の練習をす

ることにより，人前で表現することに慣れさせるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．学習発表会について話を聞く。

2．

(1)ＶＴＲで昨年の発表会を見る。

(2)出し物について話を聞く。

出し物の練習や準備をする。

(1)劇のあらすじを知り，役を決

める

○

０

。

絵やペープサートで

一人ひとりに応じた配役

(2)うたやリズム遊びの練習をす

る

○

０

○

。

場所ごとに

全体を通じて

ステージで

(3)小道具を作る。

○ 面つくり ツ 色ぬりなど

(4)衣装をつけて練習をする。

3．招待状を作る。

○ ぬり絵，ゴム板など

Ｆー－－一一一一．一一一一一一

|学習発表会に参加する。Ｉ
Ｌ－－－－－－－－－一一一一一

4．反省をする。

（１）ＶＴＲを見る。

○

○

○

○

◎

○

ＶＴＲや写真を見せたり，教師

が演技したりして発表会の様子を

知らせる。

一年間を振り返り，子どもたちが

最もよく活動したものや，個々の

特徴をふまえたものなどから，出

○

し物を選択する。

振りつけは，子どもたちが，表

現しやすいように工夫する。

動きの一つ一つができるように

なることより，教師や友達と一緒

にうたったり，踊ったりしようと

する気持ちを大切にする。

○

励ましながら，楽しく練習でき

るように考慮し，発表することへ

の意欲を高める。

小道具作りは，手伝い程度にと

どめ，衣装や小道具をつける機会

を多くし，それらを身につけて表

現する楽しさを味わわせる。

ぬり絵やゴム板などを利用して

家族への招待状を作ることにより

身近な人に発表を見てもらう喜び

を高める。

ＶＴＲで，発表会の様子を振り

返り，頑張ったことを確認する。

・ＶＴＲ

●

●

●

写真

カセット

テープ

レコード

･小道具

･衣装

● フエルト

ペン

･ゴム板

・ＶＴＲ

･国１－１

２，３

．国１－６

７

.音１－４

５，９

１２，１３

１４，１５

･図１－３

･生・遊

１－２

．生・役

１－１

・図１－３

５

．生・役

１－１

・国１－１

２，３



小学部低学年 3月

122

単
元
名

iも
一

つ すぐお別れ

(16）

目
標

○ お別れ会や卒業式を通して，６年生と別れることを知らせるとと

iもIこ ， ８ミリや写真などをみて１年間のまとめをすることで，進級

することを意識づけるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．お別れ会をする。

(1)お別れ会について話を聞く。

○

○

6年生との別れ

期日，日程，内容

(2)プレゼントをつくる。

○ メダル，寄せ書き

(3)案内状をつくる。

(4)お別れ会をする。

○

○

お別れのことば

うた ， ﾘズム

など

2．卒業式の全体練習に参加する。

○

○

着席

式歌

サ

，

拍手

おくることば

１－－一一一~‐一－一一一一可

|卒業式Iこ参加する。’
－－一一一一一一一一一－０

３．１年間のまとめをする。

(1)主な行事をふりかえる。

○

●

入学式，学校にとまろう，

運動会，附養まつりなど

(2)１年間の様子を聞く。

○

○

成長のあと

○年生になること

(3)作品の整理をする。

○

○

アルバムつくり

作品

○

○

○

○

○

○

○

○

6年生と一緒に活動したことを

スライドや８ミリを見せて思い出

させる。

手形押しや自由がきの絵などを

もとに制作させる。

「さようなら」「おめでとう」

などを言葉や態度であらわさせるｃ

卒業生と一緒に歌ったり，踊

たりする場面を設ける。

一つ

昨年の様子を見せたり，上級生

の式練習の様子を見せたりして，

儀式の改まった雰囲気を感じとら

せる ◎

８ミリや写真を見せたり，用具

を提示したりして，学習や行事を

思い出させる。

連絡帳や係の仕事表などをもと

にがんばったことを知らせる。

できるようになったことや上手

になったことを写真や作品を見せ

たりして知らせる。

･スライド

● ８ミリ

･紙粘土

･絵の具

･文字カー

●

ド

カセット

コーダー

・ＶＴＲ

● ８ミリ

･写真

･絵ごよみ

･用具

･連絡帳

･係の仕事

表

･アルバム

･写真

● 作品

２
４
５
３
８
６
週
別
１
２
焔
１
２
４
３
別
、

一
一
一
，

一

一

一

一

－

－

－

－

一

交
Ｉ
役
１
１
７
１
Ｉ
役
ｌ
決
１
１
１
交
１
１

生
生
図
音
国
生
生
音
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小学部中学年４月小学部中学年

－１２３－

単
元
名

わたしたちの学級

(８）

目
標

○ 新しい先生や友達，学年，組等を知ることにより進級の喜びをも

たせるとともに，学級の係や当番を分担したり，教室の飾り付け等

をしたりすることにより，学級の一員として生活しようとする態度

を養う。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1． 新しい学級について話し合う。

(1)自分の学年，組を知る。

(2)先生，友達の名前調べをする。

(3)自分の机，くつ箱，ロッカー

等の位置を知る。

(4)係や当番を決める。

０

○

０

花，天気，黒板，絵本係等

日直

仕事内容の確認

2．「一日の学習の流れ」を知る。

○ 登校→更衣→係の仕事…→

給食→清掃…→更衣→下校

3．歓迎会に参加する。

（１）自己紹介の練習をする。

4．

○ ｢ぼくは，○○です。○年

生です。よろしくおねがいし

ます｡」

(2)出し物の練習（歌，ゆうぎ）

をする。

(3)歓迎会に参加する。

○

○

○

自己紹介

｢仲よしさん」の紹介

歌，ゆうぎ

教室の飾り付けをする。
０

○

たんざくつなぎ，輪つなぎ

絵

０

○

○

○

○

○

○

新しい担任や友達，教室の移動

等から進級したことを知らせる。

○

名前の呼びかけや写真と本人と

のマッチング等を行うことにより

互いの名前に気づかせる。

一人ひとりの子どもの発達に応

じて係を分担するようにし，毎日

の生活の流れの中で十分指導する

ようにする。

絵カードや写真，ＶＴＲ等で一

日の生活の大まかな流れを知らせ

る◎

新入生や新任の先生を迎え，早

<仲よくなれるようにする会であ

ることを知らせる。

自己紹介は子どもの発達や障害

の状態に応じて，言葉で言ったり

文字カードや身ぶりで表したりな

ど工夫する。

教師や友達と楽しく歌ったり踊

ったりできるように既習のもので

取り組みやすい曲を選ぶ。

図画工作の学習とも関連づけて

取り扱うようにする。

･個人別写

真

｡名前カー

ド

･記号シー

ル

･係の絵力

一 ド

･係仕事板

･写真

･絵カード

・ＶＴＲ

･名前カー

ド

･花束

･テープレ

●

コーダ
、

ｰ一

カセット

･色紙

● のり

･はさみ

● クレパス

･国１－２０

.生・交

１－１

２

・生・役

１－３

１－３

・生・決

Ｉ－１

ｍ－２

・生。交

ｌ－１

Ｉ－１０

・図１－１０

１２



小学部中学年４月

－１２４－

単
元
名

春の 一 日遠足

(８）

目
標

○ 春の一日遠足に参加することをめざして，リュックサックや水筒

など遠足の持ち物の取り扱いや集合，整列など集団行動の能力を高

める ◎

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．昨年の遠足について話し合う。

◎ ８ミリ ， ＶＴＲ等の視聴

2．今年の遠足について話を聞く。

○

○

期日ｏ目的地

大まかな日程

3．遠足の準備や練習をする。

(1)持ち物の記名調べをする。

(2)持ち物の名前調べをする。

○

○

実物と絵カードとの対応

実物，絵カードと文字カー

ドとの対応

(3)持ち物の取り扱い方の練習を

する

○

○

◎

リュックサックの背負い方，

降ろし方

リュックサック ， 水筒，弁

当箱の開け閉めの仕方

(4)集合，整列の仕方，歩き方の

練習をする。

4．遠足ごっこをする。

5．

『
一一－－ーー一一－ー一一ー一一

可

|春の一日遠足に参加する。’－－－－－－－－－－－－－－－－－Ｊ

○

○

決まりや注意の確認

持ち物の整理，後始末

6．反省をする。

○

○

○

○

○

８ミリや写真等を見せて，持ち

物や活動の様子を話し合わせる。

暦や目的地の写真等を見せて，

遠足への期待感をもたせると同時

に学習への意欲づけをおこなう。

持ち物の記名については，十分

に確認し，整理する場所を決めて

自分の物と友だちの物を混同しな

○

いようにさせる。

０

リュックサック ， 水筒，弁当箱

等の名称やその取り扱い，集合 ，

整列，歩き方等の練習については

教室の中だけでするのではなく，

校内の草原や築山などに出かけて

いき ９ 遠足の雰囲気を味わう中で

学習できるようにする。

遠足当日の流れにそって，繰り

返し練習させる。

学習したことを意識させながら

参加させる。

ＶＴＲを見せる。

●

●

８ミリ

写真

・ＶＴＲ

● こよみ

･日程表

● リュック

サック

･水筒

･弁当箱

● はし

･はし入れ

･手ふき

･敷き物

● ビニール

袋

･絵カード

･文字カー

ド

・ＶＴＲ

算・数

ｍ－７

生・基

ｉ－３５

国’－１９

１－１１

生・決

０－４

８

生・役

１－１

●
●
●

●
●



小学部中学年５月

－１２５－

単
元
名

のりもの

(32）

目
標

○ 教師や友達と一緒に乗り物調べや乗り物ごっこをしたり，実際に

電車やバスに乗ったりすることにより，身近な乗り物の種類，乗り

降りの仕方，車内での態度がわかるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1． 乗り物で遊ぶ。

(1)いろいろな乗り物の遊具に乗

る

○

◎

三輪車，自転車，台車など

(2)コースを作り遊ぶ。

○ 順序よく

2．乗り物に関する歌をうたったり

リズムをしたりする。

○

○

●

●

歌 , ﾘズム

｢きしや」「バス」など

乗り物のまね

形態，音

3．乗り物調べをする。

（１）乗り物を見学する。

(2)形，音あてをする。

０ 絵カードや文字カードの対

応

4．乗り物を作って遊ぶ。

(1)箱や紙を使って作る。

(2)作品で遊ぶ。

5．乗り物ごっこをする。

6．

０

○

○

運転手役，乗客役

電停，バス停での待ち方

乗り方，降り方など

乗り物（市電，バス）に乗る。

(1)日程を聞く。

(2)乗り物に乗る。

7．反省をする。

○

○

○

○

○

○

し

校内にある遊具や乗り物を準備

， 自由に遊ばせる。

教師も遊びの中に入り，徐々に

友達とのかかわりを増やしていく。

自転車などのコース（走路）を

作り，乗り物を使う時のきまりを

○

守りながら遊ぶようにさせる。

実際に見たり，乗ったりした経

験のある乗り物のイメージをもと

に，歌をうたわせたり，模倣や身

体表現をさせたりする。

○

○

見学するときに危険な場所に立

ち入らないよう安全面には十分に

配慮する。

絵カードと絵カード，絵カード

と文字カードなどの対応をさせた

り，乗り物の音を聞かせたりする‘

できるだけ子どもの要望を取り

入れ，友達と協力して作品を仕上

げ，仲よく使えるようにする。

運転手や乗客などの役割を交代

しごっこ遊びをさせながら，車内

での態度や乗降の簡単なきまりに

ついても取り扱う。

交通安全と同時に他人に迷惑を

かけないことをおさえながら，こ

れまで学習したことが生かせるよ

うに配慮する。

●

●

、

具
車
遊
台

ライン引

き

･レコード

● カセット

テープ

･写真

･絵カード

・ＶＴＲ

●

●

写真

カセット

ナ プ

･絵カード

･文字カー

ド

･マニラポ

－ル

･はさみ

● 箱

･模擬バス

・模擬停留

所

･切符

● 貨幣

７
４
７
９
岨
４
５
６
２
８
３
５
畑
１
肥
加
６
７
４
５

－
一
一
一
一
一
一
一

遊
１
１
１
１
社
Ｉ
１
１
１
１
ｌ

決
Ｉ
社
Ｉ

●

夕
●

●

●

生
音
算
生
国
国
図
生
生

●

●

●

●

。
⑨
●

●



小学部中学年６月

－１２６－

単
元
名

宿泊学習（１）

(32）

目
標

○

○

衣服の着脱や持ち物の整理を中心に基本的な身辺処理が大まかに

できるようにする。

教師や友達と一緒におやつを作ったり，お楽しみ会をしたりして

学校に宿泊することができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1． 宿泊学習について話し合う。

(1)８ミリで昨年の宿泊の様子を

見る０

(2)宿泊学習の計画について話を

聞く

○

◎

期日，日程，主な活動

2．宿泊の準備や練習をする。

(1)宿泊用具調べをする。

○

０

記名の確認

用具名

(2)日程表で活動の流れを知る。

(3)衣服の着脱の練習をする。

○

○

○

ねまき，下着，くつ下

スナップ

たたみ方

， ファスナー

(4)持ち物の整理をする。

○

○

理

仕分け

バッグからの出し入れ，整

(5)おやつ作りをする。

○

○

買い物

調理（例ホットケーキ）

(6)お楽しみ会の練習をする。

○ リズム，花火，金魚すくい

3．校内に宿泊する。

○

０

○

入浴

おやつづくり

おたのしみ会など

4．反省をする。

○ 楽しかったこと

○

○

○

○

○

○

○

どんなことをしたか思い出させ

たり ， その一部を実際にさせたり

して宿泊への関心を高める。

計画表に期日やそれまでに練習

することなどを記入させる。

○

○

活動とそれに必要な用具の分類

を中心にし，絵，文字カードを使

って理解を助ける。

日程表にそって主な活動を繰り

返し行うことでおおまかな流れを

とらえさせ，自分から準備したり

移動したりできるようにする。

衣服の着脱や整理の仕方などの

様子を家庭と連絡をとり合いなが

ら一人ひとりに合った方法で指導

にあたる。

子どもが作れるおやつの献立を

準備しておく。

美しさを感じたり，スリルを味

わえるような活動を準備する。

活動を一人ひとりが十分味わえ

るように，余裕をもった日程を設

定する。

ＶＴＲを視聴させ，楽しかった

ことを思い出させる。

●

●

８ミリ映

写機

フイルム

･写真

・こよみ

･絵カード

･宿泊用具

･日程表

･ねまき

｡着替え

(下着，

くつ下）

･指導板

･バッグ

●

●

ビニール

袋

お金

･花火

･きんぎょ

･銭湯

● ＶＴＲ

２
１
４
６
４
６
－
４
－
２
一
証
２
６

別
記
－
８

一
｜
，
，
一
－
１
，
一
’
一
１
１
一
一
，

遊
１
１
２
５
別
Ｉ
基
Ｉ
決
３
９
安
２
金
１
遊
１
５
基
１
１
５

●

生
国
国

算
生
生

●
●
●
●
●

●



小学部中学年７月

－１２７－

単
元
名

夏の遊び

(16）

目
標

○ 教師や友達と一緒に，水かけ遊び，シャボン玉やおやつ作りなど

をして，夏の遊びを広げることができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．夏の遊びについて話し合う。

０

○

○

水遊び

七夕・六月灯

おやつ作り

2．水遊びをする。

０

○

○

○

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

水のかけ合い

背面

対面

二人組

鬼ご つ こ

しゃがみ鬼

顔つけ鬼

水鉄砲・船

的当て

とばしっこ

船の追いかけっこ

色水・シャボン玉

絵の具・花。葉

とばしっこ

いろいろなシャボン玉

3．おやつを作る。

ｏジュース

○

○

かき氷

すいか割り

4．夏休みの生活について話を聞く

ｏ海，プール

０ 花火

｡

０

０

○

○

○

８ミリや写真などを見せ，今ま

で学校内外で経験したことを思い

出させる。

水鉄砲や船などを使わせたり，

色水，シャボン玉など水の形や色

を変化させたりして，水を使った

○

いろいろな遊びを経験させる。

水が顔にかかるのをいやがる子

には，ぬるま湯などから始め，次

第に慣れさせるようにする。

水の中で鬼に合わせて，立つ ，

座る，顔をつけるなどして，水の

○

中で遊ぶことに慣れさせる。

水鉄砲には，マヨネーズやシヤ

ンプーの空容器なども利用して，

水を飛ばす工夫もさせる。

○

色水ができたら，フイルム容器

などにくませ，並べたり，家づく

りをさせたりして，遊ばせる。

つ

色水を作った後， ジュースを作

たり，色水を凍らせて氷を作っ

たりなどさせ，水遊びの発展とし

て，おやつ作りを位置づける。

遊びを中心に，写真や絵を見せ

夏休みの過ごし方について知らせ

る◎

花火をする時の火の用心につし、

て話し，注意をうながす。

● ８ミリ

･写真

･こよみ

･容器

● 板

･鬼の印に

なるもの

･水鉄砲

●

●

●

●

船
的

花，葉

フイルム

容器

･シャボン

玉液

･果物

｡ 氷

｡すいか

●

●

写真

絵

･こよみ

･花火

国１－３

１－２

５

体１－１８

１－１６

１７

１８

．生・自

１－８

１－１

･生・遊

１－１

１－１

１２

．国１－６

●
●



小学部中学年 ９月

128

単
元
名
ｑ

楽しい二学期

(８）

目
標

○ 夏休みの出来事を教師や友達と話したり，二学期の行事を聞いた

りするとともに学級の係や当番，一日の学習の流れを確かめたりす

ることにより，二学期の生活への意欲をもたせる。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．夏休みの写真やスライドを見て

思い出を話す。

○

○

水遊び，花火，キャンプ，旅

行，墓参りなど

夏休みの学習帳，採集物など

2．自分の机，くつ箱などを確かめ

る

○

。

名前カード，記号シール等の

はりつけ

3．学級の係や当番を決める。

(1)係や当番を分担する。

4．

○

○

花，天気，黒板，絵本，金

魚，うさぎ，にわとりのえさ，

机係など

日直

(2)係や当番の仕事の内容を確か

る

5．

○

○

める 。

｢一日の学習の流れ」を確かめ

◎

登校→更衣→係の仕事…→

給食→清掃…→更衣→下校

二学期の行事について話を聞く‘

運動会，宿泊学習，附養祭り，

クリスマス子ども会，もちつき

大会など

○

○

０

○

○

家庭から持ってこさせた写真等

をもとにどんなことをしたか話を

させる。

海水浴やキャンプ，花火など夏

の生活を記録したスライドを事前

○

に準備しておく。

日常生活の指導とも関連をもた

せ一日の生活の流れの中でも随時

指導するようにする。

○

一学期とは違った係や当番をす

るようにし，いろいろな仕事を経

験させるようにする。また，子ど

もの発達に応じて一人一役として

係を分担させる。

定着するまで毎日の活動の中で

も段階的に指導する。

絵カードや写真等で一日の生活

の大まかな流れを知らせる。

昨年度の写真や８ミリ ， ＶＴＲ

を見せ，二学期の学習への意欲を

もたせる。

● 写真

･スライド

･学習帳

･採集物

･名前カー

ド

･記号シー

ル

･係の絵力

ド

･係の仕事

板

･絵カード

･写真

・ＶＴＲ

･写真

● ８ミリ

・ＶＴＲ

国１－５

６

生・自

１－２

国１－２０

生・基

Ｘ－３５

生・役

１－３

４

生・決

Ｉ－１

Ｉ－３

ｍ－２

●
●
●
●
●

●



小学部中学年９月

－１２９－

単
元
名

運動会

(24）

目
標

○ 教師や友達と一緒にかけっこや綱引きをしたり，集合，整列をし

たりすることにより，競技や演技，集団行動ができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．運動会について話を聞く。

(1)ＶＴＲで昨年の運動会を見る。

(2)今年の運動会について話を聞

く

０

◎

出場種目ｏ期日など

2．運動会の準備や練習をする。

(1)自分の組を知る。

○

○

組分け

仲間調べ

(2)かけっこをする。

○ スタートの姿勢

(3)リズムをする。

０ 入退場の仕方

(4)団体競技をする。

０ タッチする友達調べ

(5)案内状をつくる。

○ なぞり書き

(6)旗をつくる。

○ 飾りつけ

(7)全体練習をする。

○

○

○

集合，整列，行進

開。閉会式

綱の引き方など
｢ーー－－－－－－－－－１

Lj雲動全』蝉q亥量旦-１

３運動会の反省をする。

(1)ＶＴＲを見る。

(2)楽しかったことを発表する。

○

○

○

○

○

○

ＶＴＲを見せたり，用具を提示

したりして，出場した種目を発表

させる。

こよみを見せて期日を知らせる。

教師や友達の活動を模倣させた

り，飾りつけをさせたりしながら

運動会のイメージをふくらませて

○

いく ０

具体的な活動を繰り返し行うこ

とにより，活動の仕方や用具の使

い方に慣れさせる。

絵カード（種目名）と文字カー

ド（用具名）をマッチングさせた

り， ぬり絵をさせたりしながら，

名称の定着を図る。

教師の指示により，友達と一緒

に決められた場所に集まらせて，

上級生と一緒にスムースに活動で

きるようにする。

ＶＴＲの場面に合わせて，再活

動させながら，自分の出場した種

目を発表させる。

・ＶＴＲ

● こよみ

･運動会用

具

･応援旗

･万国旗

● カセット

テープ

・ゴールテ

プ

･絵カード

｡ぬり絵

● 旗

･運動会用

具

』

・ＶＴＲ

交●

４
２

２

４
３
配
５
８
４
８
４
５

－
一
一
一遊１
１
遊
Ｉ
遊
Ｉ
役
Ｉ
決
Ｉ
１

１
１

１

●
●
●
●
●

生
国

算
生
体
生
生
生
生
国

●

●

●

●

●

●



小学部中学年１０月

－１３０－

単
元
名

宿泊学習（Ⅱ）

(32）

目
標

○

○

衣服の着脱や持ち物の整理を中心に基本的な身辺処理が確実にで

きるようにする。

教師や友達と一緒に活動して学校に宿泊するなかで，すすんで自

分のことは自分でする態度を養う。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．宿泊学習について話し合う。

(1)８ミリで１学期の様子を見る。

(2)学習計画を聞く。

2．宿泊の準備や練習をする。

(1)衣服の着脱の練習をする。

０

○

○

○

ねまき，下着の着脱，身づ

くろい

腕，足の通し方

ボタン，ファスナーの掛け

はずし

たたみ方

(2)持ち物の整理の仕方を練習す

る

○

○

◎

仕分け

出し入れ

(3)お楽しみ会の練習をする。

○

○

れ

キャンドルファイヤーの流

ろうそくの取り扱い

3．校内に宿泊する。

○

○

○

○

入浴，衣服の着脱

寝起き

おやつづくり

お楽しみ会（キヤンドルフア

イヤー，リズム）など

4．反省をする。

○

○

楽しかったこと

がんばったこと

○

０

○

○

○

○

○

写真や日程表，用具等をもとに

宿泊に対する意欲をもたせる。

○

前回の活動と比べて異なる点を

知らせる。

○

前回に比べて向上した点を確認

し，家庭と連絡をとり合って課題

を決め，手だてを工夫して指導に

当たる。

目印，指導板，模型等を工夫し

て着脱の順序の理解，手指の使い

方の向上を図る。

○

下着などを入れる袋に絵カード

をはり，仕分けをしやすくする。

バッグの中に絵カードをはり，

入れ物の位置を明示する。

大まかな流れにそってできる活

動を分担させる。

安全面には十分配慮し，事故を

防止する。

余裕をもって活動できるような

日程を組み，活動の喜びを味わえ

るようにする。

活動への取り組み，技能面など

の様子を家庭へ知らせ，今後の指

導に役立てる。

●

●

●

８ミリ映

写機

フイルム

写真

･日程表

･宿泊用具

･指導板

● ビニール

袋

･絵カード

･キャンド

ルファイ

ヤー台

･ろうそく

・ＶＴＲ

生・遊

、－２

国１－１

２，４

５，６

２０

算Ｈ－４

生・交

１－３

１０

役

１－３

４

基１－

３０，３１

３２，３〔

３６

健１－

５，６

･生・基

１－１

～3（

手、－

６

．国１－２

５，〔

●
●
●
●



小学部中学年１１月

131

単
元
名

ふようまつり

(32）

目
標

０ 教師や友達と一緒に，まつりに必要なものを作ったり，みこしパ

レード・お店屋さんごっこをしたりして，まつりを行うことができ

るようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

１．まつりについて話し合う。

(1)８ミリや写真を見る。

(2)他の祭の見学をする。

○

○

●

品物

作りたい品物

出店の飾り付け

(3)期日・日程を知り，みこし

出店などについて話を聞く。

２．まつりの準備をする。

，

(1)みこし，うちわ，豆しぼり，

のぼりを作る。

(2)みこしパレードをする。

○ かけ声・動作

(3)出店で売る品物を作る。

(例）スイートポテト

(4)出店の飾り付けをする。

(5)お店屋さんごっこをする。

○

○

●

品物と引換券のやり取り

店屋，お客

品物の並べ方

(6)案内状を作る。

3°まつりをする。

4°まつりの反省をする。

○ ８ミリ ， 写真

○

○

０

○

○

○

○

○

○

みこしパレードや出店などまつ

りの様子を８ミリや写真でみせる。

出店で買い物をさせ，作りたい

品物やその並べ方をよく見学させ

ておく。

０

品物の名前とその値段なども飾

ってあることを知らせる。

みこしの型は，今までのものを

参考に，自分たちで決めさせる。

○

みこしは，簡単な形を組み合わ

せたもので，型を作るところから

させる。

元気よくパレードができるよう

に，かけ声や動作を大きくさせるｃ

品物は，子どもたちが見通しを

持って作れるように，途中まで教

師が準備して作っておく。

○

どんな飾りをするか，どこに飾

るかなど，子どもたちに決めさせ

る◎

役割を分担させたり，交代させ

たりして，店屋さん，お客さんの

仕事の内容をおおよそ分からせる

品物を丁寧に扱わせ，きちんと

並べさせる。

みこしや法被などの絵を力動かせ

たり ， なぞらせたりする。

まつりでは，品物の売り買いが

十分にできるように，時間や場所

を設定する。

●

●

●

●

●

８ミリ

写真

お金

暦

日程表

･ダンボー

ル

･広幅用紙

･ペンキ

･呼び子

・さっまい

iも

･調理道具

･色紙，木

の葉など

･絵カード

･文字カー

ド

･引換券

● 机

･色画用紙

･水性ペン

●

●

８ミリ

写真

３
２
３
２
２
４
６
６
皿
１
４
８
皿
３
３
２
２
３

－
一
，
，
９
一
一
，

役
卜
役
Ｉ
ｉ
遊
１
５
金
２
４
１
１

１
１
役
Ｉ
金
１
１
３
１
１
８

●
一
一
●
一
●
一

●

国
生
生
Ｉ
Ｉ
国
図
生
図

生

生
Ｉ
生
Ｉ
図
国

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



小学部中学年１２月

－１３２－

単
元
名

もうすぐお正月

(24）

目
標

○ 教師や友達と一緒にクリスマス子ども会をしたり，簡単な年賀状

作りや新年のあいさつをしたりすることができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．年末の行事や正月について話し

合う◎

(1)８ミリや写真をみる。

(2)期日，内容を知り，クリスマ

ス ， もちつき，お正月について

話し合う。

2．クリスマス子ども会をする。

(1)飾り作りや飾り付けをする。

。ツリー

(2)歌やリズムの練習をする。

○ ジングルベル

(3)案内状やプログラムを作る。

(4)クリスマス子ども会をする。

3．年賀状を作る。

○

０

０

あいさつ

自分の名前

投かん

4．もちつき大会をする。

○

○

つき方

まるめ方

5．正月の過し方を知る。

○

○

●

●

あいさつの仕方

｢あけましておめでとう」

遊び

福笑い

たこ上げ

6．教室の整理をする。

○

○

０

○

○

○

○

○

○

○

○

昨年の８ミリや写真を見せ，ク

リスマス子ども会やもちつき大会

でどんなことをしたか話し合わせ

る◎

年賀状や福笑い，たこなどを見

せ，昨年した事を思い出させる。

色紙をはったり，色をぬったり

して，クリスマスに関連した飾り

を作らせる。

繰り返し練習させて，なるべく

子ども達だけでできるようにする《

クリスマスツリーなどの絵をｶｺ

かせたり，なぞらせたりする。

スタンプを押したり，絵をかい

たりして，年賀状を作らせる。

あいさつ文や自分の名前は，子

どもたちのできる範囲で取り扱う‘

一人でもちをついたり，これた

りして，教師と一緒に，鏡もちを

作らせる。

新年のあいさつが日ごろのあい

さっと違うことを思い出させ，あ

いさつのしかたを練習させる。

福笑いやたこ上げなど正月にす

る遊びをさせて，正月の過し方に

ついて思い出させる。

自分の作品を整理したり，教室

のそうじをしたりして，大そうじ

について知らせる。

●

●

８ミリ

写真

･日程表

･年賀状

･福笑い

● たこ

･色紙

･絵の具

● カセット

レコーダ

･案内状

･プログラ

ム

･年賀状

･油性ペン

●

●

す
ね
う
き

。もるぶた

･絵カード

･福笑い

● たこ

･国１－１

２，３，５，６

.図１－９

１０

･音１－１

４，７

．国１－１５

１６

．国１－１５

16,17,19,20

．生・交

０－８

．生・社

１－８

.生・交

１－３，７

．生・遊

１－３，５

６

．生・手

１－３，５



小学部 中学年 1月

133

単
元
名

楽しい三学期

(８）

目
標

○ 冬休みの出来事を教師や友達と話したり三学期の行事を聞いたり

するとともに，新年子ども会で正月のごちそうを作って食べたり自

分のめあてを教師と一緒に発表したりすることにより，三学期の生

活への意欲をもたせるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．冬休みの写真やスライドを見て

楽しかったことを話す。

０ クリスマス，もちつき，初も

うで，お年玉，年賀状など

2．自分の机，ロッカー等の位置，

使い方を確かめる。

０ 名前カード，記号シール等の

はりつけ

3．学級の係や当番を決める。

4．

○

○

る

０

天気，花，黒板係，日直など

活動の仕方の確認

｢一日の学習の流れ」を確かめ

◎

登校→更衣→係の仕事…→

給食→清掃…→更衣→下校

5．三学期の行事について話を聞く。

6．

○ 持久走大会，節分子ども会，

学習発表会，おわかれ会など

新年子ども会をする。

(1)教師と一緒にもちを焼く。

(2)会食をする。

(3)冬休みの出来事を教師と一緒

に発表する。

(4)歌つ たりリズムをしたりする。

○

０

０

○

○

○

○

○

具体物(もち，お年玉袋など)や

写真，スライド等をもとに簡単な

話をさせる。

日常生活の指導とも関連をもた

せ－日の学習の流れの中でも随時

指導するようにする。

定着するまで毎日の活動の中で

iも段階的に指導していくようにす

る。

絵カードや写真等で一日の生活

の大まかな流れを知らせる。

登校後，更衣が終わったら係の

仕事をすることをおさえる。

昨年度の写真や８ミリ ， ＶＴＲ

を見せ，三学期の学習への意欲を

もたせる。

小学部全員の参加のもと鏡開き

等の行事とも併せて行い正月の雰

囲気を味わわせる。

冬休みの写真や絵，生活表等を

もとに発表させる。

● もち

･お年玉袋

｡写真

･絵カード

● スライド

･名前カー

ド

･記号シー

ル

･係の絵力

ド

･絵カード

｡写真

。ＶＴＲ

●

●

写真

８ミリ

°ＶＴＲ

●

●

炭

火鉢

｡火ばし

･冬休みの

●

生活表

写真

国１－５

６

国１－２０

生・基

１－３５

生・役

１－３

４

生６決

ｌ－１

Ｉ－３

ｍ－２

生。基

１－１

～１２

国１－５

音１－７

●
●
●
●
●
●
●
●



小学部中学年１月

－１３４－

単
元
名

冬の遊び

(８）

目
標

○ 教師や友達と一緒に，たこあげやかるた取り，焼きいもなどをし

て，冬の遊びを広げることができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．冬の遊びについて，８ミリやス

ライドを見て話し合う。

○

○

たこあげｏわらべ歌遊び

力3るたとりｏ焼きいも

2．いろいろな遊びをする。

(1)たこあげをする。

○ グニャグニャだこ

(2)わらべ歌遊びをする。

○

○

○

など

げんこつ山のたぬきさん

おしくらまんじゅう

かごめかごめ

(3）かるたとりをする。

○

○

○

●

●

●

絵がるた，文字がるた作り

絵合わせ，文字合わせ

ｶｺるたとり競争

読み手

取り手

枚数調べ

(4)焼きいもをする。

○

○

たき火

焼きいもの作り方

3．反省をする。

○ おもしろかったこと

○

○

○

○

○

○

○

８ミリやスライドを見ながら，

冬の遊びの種類や方法を知らせる。

よくあがり，扱いやすいように

リール式より，木綿か麻の糸を使

い茶筒のようなものを使用した糸

巻きを準備する。

初歩的なルールのあるわらべ歌

遊びも取り入れ，教師や友達と一

緒に，楽しい雰囲気の中で行える

ようにする。

｢あ」のつくもの ， ｢い」のつ

くものなど，話し合いながら興味

関心のある言葉を選び，実態に応

じ，実物，下絵，見本絵などを準

備してかるた作りを行う。

交互に，取るかるたの提示者

(読み手）や取り手になり，対抗

意識を養いながら楽しい雰囲気の

中でかるた取りが行えるようにす

る◎

落ち葉をたいたり，煙や炎の様

子を観察させたりする。

さつまいもを，アルミはくにく

るんでたき火の中に入れさせる。

● ８ミリ

･スライド

●

●

●

自作のた

こ

カセット

テープ

レコード

･厚紙

● 絵

･フェルト

ペンなど

･枯葉

● 枯枝

･いも

・アルミは

く

・ＶＴＲ

国１－２

５，６

生・遊

１－７

生・遊

１－８

音１－６

０－７

生・遊

１－３

５，６

国１－１４

１５，１７

算１－６

１－５

図１－２

生・自

１－７

国１－２

５，６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



小学部中学年２月

－１３５－

単
元
名

学習発表会

､(32）

目
標

○ 教師や友達と一緒に，うたやリズム遊び，簡単な劇などの出し物

の練習をすることにより，人前で表現できるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．学習発表会について話し合う。

(1)ＶＴＲで昨年の発表会を見る。

(2)期日や日程を知り，出し物に

ついて話し合う。

2．出し物の練習や準備をする。

(1)劇のあらすじや，歌う曲につ

いて話を聞く。

(2)役や分担を決める。

(3)練習をする。

０

○

○

場面ごとに

全体を通して

ステージで

(4)小道具を作る。

○ 面つくり ， 色ぬりなど

(5)衣装をつけて練習をする。

3．招待状を作る。
○ ぬり絵，なぞり書きなど

'－－－－－－一一一一一一一－－－－－１

L塞蕊全}隻唖生_Ｉ

4．反省をする。

(１） ＶＴＲを見る。

(2)楽しかったことを発表する。

○

０

○

○

０

○

○

○

ＶＴＲや写真，小道具などを見

せて，発表会の様子を思い出させ

学習への関心を高める。

一年間をふり返り，子どもたち

が最もよく活動したものや，個々

の特徴をふまえ楽しく活動できそ

うな出し物や役割を考慮する。

絵やペープサート，指人形など

を利用して，ミニ劇を見せること

により，あらすじを知らせる。

せりふの長さや言葉，身体表現

Iま，子どもの実態により考慮する。

衣装や音響効果，小道具などを

工夫して，出し物が楽しくできる

ようにする。

進行がしやすぐ ｿ 子どもたちが

表現しやすいように，せりふや音

楽は，流れにそって，カセットテ

－プに吹き込んでおく。

ぬり絵やなぞり書きなどをして

家族への招待状を作ることにより

身近な人の前で，学習の成果を発

表する喜びを高める。

楽しかったことを話し合い，頑

張ったことをほめ，次回への意欲

を高める。

● ＶＴＲ

･写真

･小道具

●

●

●

カセット

テープ

レコード

絵 ， ペ一

プサート

指人形な

ど

･小道具

｡衣装

● フェルト

ペン

･封筒

・ＶＴＲ

･国１－１

２，３

．国１－９

．音１－４

５，６

１０，１２

１３，１４

１５

・図１－２

１０

．生・遊

１－１

・生。役

１－４

・国１－１５

・図１－２

・生・交

１－８

・生。役

１－２

・国１－５



小学部中学年３月

－１３６－

単
元
名

も
ア

つ すぐお別れ

(16）

目
標

○ お別れ会や卒業式を通して，６年生の卒業に関心を持たせるとと

凱乙 ， ８ミリや写真などをみて１年間のまとめをすることで，進級

への期待感をもたせるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．お別れ会をする。

(1)お別れ会について話を聞く。

○ 期日，日程，内容

(2)別れのことばの練習をする。

(3)プレゼントをつくる。

(4)案内状をつくる。

(5)お別れ会をする。

○

○

お別れのことば

うた , リズム など

2．卒業式の全体練習に参加させる。

○

○

着席，礼，拍手

式歌，おくることば

一一~一・一ー．一一一一可

|卒業式に参ｶﾛする。ｌ
Ｌ－－－－－－‐－．－－１

３．１年間のまとめをする。

(1)主な行事をふりかえる。

○ 入学式，宿泊学習，運動会

附養まつり，ゲーム大会など

(2)１年間の様子を聞いたり，話

し合ったりする。

○

○

○

０

成長のあと

係の仕事

○年生になること

春休み

(3)作品の整理をする。

○

○

作品帳つくり

アルバムつくり

(4)教室の整理をする。

○

○

０

○

○

○

○

6年生と一緒に活動したことを

思い出させ，別れを惜しむ気持ち

をもてるようにする。

｢おめでとう」「がんばってく

ださい」などを言葉や文字で言っ

たり，書いたりさせる。

5年生と一緒になって別れの会

の係を分担して運営に当らせる。

○

緊張感の漂う式の雰囲気を味わ

わせるとともに，式の流れにそっ

て行動の仕方を身につけさせる。

1年間の学習や行事での様子を

思い出させ，どんな活動をしたか

がんばったことなどについて発表

させる。

一人ひとりの成長のあとを連絡

帳や係のがんばり表などをもとに

認めるようにする。

高学年の委員会活動の様子を見

たり，新入生のくることを知った

りすることで，進級への期待感を

もたせる。

教室をきれいにして下級生にゆ

ずることを知らせる。

●

●

スライド

８ミリ

･文字カー

ド

･紙粘土

･プログラ

●

ム

カセット

コーダー

・ＶＴＲ

●

●

８ミリ

写真

･行事に使

った用具

･絵ごよみ

･連絡帳

･がんばり

表

･作品

● 写真

･アルバム

生，役

１－１

２

国リー３

５，９

１４，１８

１９，２１

音１－６

７，１４

図Ⅲ－８

１０

生，決

１－８

国１－３

５，１４

１５，１９

２１

生，手

１－３

５，７

算１－１１

図１－１］

１Ｚ

●
●
●
●
●
●
●
●
●



小学部高学年 小学部高学年４月

－１３７－

顔
千
一
九
甥
］

わたしたちの学級

(８）

目
標

○ 新しい先生や友達，学年，組等を知ったり歓迎会や教室の飾り付

け等を協力してしたりすることにより，進級や上級生としての喜び

をもたせるとともに，学級・学部の一員として生活しようとする態

度を養う。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1． 新しい学級について話し合う。

(1)自分の学年，組を知る。

○ 進級の喜び，上級生として

の態度

(2)先生，友達の名前調べをする。

(3)自分の机，くつ箱，ロッカー

等の位置を決める。

０ 名札はり

2．「一日の学習の流れ」を知る。

○

○

登校→更衣→係の仕事→委

員会活動→１校時…→給食→

清掃→５校時…→更衣→下校

チャイムの合図

３．－学期の行事について話を聞くく

○ 春の一日遠足，小運動会，

宿泊学習など

４歓迎会をする。

(1)自己紹介の練習をする。

5．

○ ｢ぼくは，○○です。○年

生です。○○から来ます。よ

ろしくおねがいします｡」

(2)出し物の練習をする。

(3)歓迎会の係の分担をする。

(4)歓迎会をする。

０

○

○

自己紹介

｢仲よしさん」の紹介

歌，ゆうぎ

教室の飾り付けをする。
０ 輪つなぎ，絵など

つ

○

○

○

新しい担任や友達，教室の移動

等から進級したことを知らせると

ともに，仲よしさんとの活動等で

上級生としての態度を具体的に取

０

り扱うようにする。

学級の友達だけでなく，下級生

の名前も扱い，高学年としての自

○

覚をもたせるようにする。

○

絵カードや写真，ＶＴＲ等で一

日の学習の流れを知らせることに

より，学校生活に見通しがもてる

ようにする。

遠足や小運動会などの行事を知

らせ，一学期の学校生活に期待感

をもたせる。

新入生や新任の先生を迎え，早

く仲よくなれるようにする会であ

ることを知らせる。

出し物はこれまで学習したもの

のなかで，みんなが取り組みやす

いものを選ばせる。

司会，プログラム係等，できる

だけ子どもに分担させて会を進行

させるとともに，歌やゆうぎでは

新入生，下級生に教えたり一緒に

したりして楽しく行わせる。

･個人別写

真

･名前カー

ド

･記号シー

ル

･絵カード

●

●

写真

ＶＴＲ

･絵カード

･こよみ

･花束

･名前カー

ド

･テープレ

●

コーダー

カセット

･プログラ

ム

･色紙

り

，

･はさみ

ａ

国１－２０

Ⅲ－１７

生・交

１－１

１－１

２

生・決

１－１

Ⅲ－１

生・交

Ⅲ－１

２，３

１－１〔

･図１－１（

、－１１

●
●

●

●
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単
元
名

春の一日遠足

(８）

目
標

○ 春の一日遠足に参加することをめざして，遠足の持ち物の取り扱

いや集団行動の能力を高めるとともに，春の自然に関心をもたせる

ようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．遠足について話し合う。

(1)８ミリや写真を見る。

(2)期日 ， 目的地，遠足当日の日

程等について話を聞く。

(3)学習計画をたてる。

○

○

○

遠足までの日程

持ってくる物

練習すること

2．遠足の準備や練習をする。

(1)持ち物の記名調べをする。

(2)持ち物の名前調べをする。

○ 実物，絵カードと文字カー

ドとの対応

(3)持ち物の取り扱い方の練習を

する

○

○

理

０

リュックサックの中身の整

弁当箱の包み方，とき方

(4)目的地の様子を知る。

○ 絵地図，遊具，草花

4．遠足ごっこをする。

ｒｰ・ーーーーーーーーーーーーーーーー可

5.｜春の一日遠足に参ｶﾛする。Ｉ
Ｌ－－－－－－－－－－－－－－－－．．．，Ｊ

○

○

決まりや注意の確認，草花

持ち物の整理，後始末

6．反省をする。

○

○

○

０

○

○

○

０

８ミリや写真，目的地に咲いて

いる草花等を見せることにより，

持ち物や活動の様子，約束事等を

話し合わせる。

日程表作りの活動を通して，遠

足当日の大まかな流れを知らせる

とともにこれからの学習への意欲

づけをおこなう。

持ち物の記名については，十分

に確認し，整理する場所を決めて

自分の物は自分で保管できるよう

にする。

持ち物の取り扱い方については

教室の中だけでなく，校内の草原

や築山などに出かけていき，遠足

の雰囲気を味わう中で学習できる

ようにする。

簡単なしおりを作らせることに

より交通機関や春の草花等に関心

をもたせる。

遠足当日の流れにそって，繰り

返し練習させる。

学習したことを意識させながら

参加させる。

仲よしさんの世話や手伝いもで

きるようにする。

● ８ミリ

･写真

・ＶＴＲ

･春の草花

● こよみ

･日程表

● リュック

サック

･水筒

･弁当箱

● はし

･はし入れ

･手ふき

･敷き物

● ビニール

袋

･絵カード

･文字カー

ド

･絵地図

● しおり

５
５
９
２
１
３

４
８
４
５
７
２
５
１
４
８
１
１

３
３
１
１
１
２

一

一

－

－

－

－

－

－

－

一

一

－

一

一

決
Ｉ
Ⅲ

数
Ⅲ
基
Ｉ
Ⅲ
１
１
Ⅲ
Ⅳ
自
Ｉ
ｌ

公
Ⅲ
役
１
１

生
・

●

●

算
生
国
理
生

生
生

●
●
●
●
●
●
●
●



･写真

･スライド

･カセット

･絵カード

･文字カー

ド

･生・健

Ⅲ－１１

１２

．生・社

Ⅲ－４

５

１０

１１

小学部高学年５月

単
元
名 暇磯蕊昏慧罵蝋
のりもの

（32）

主な学習活動・内容 留 意 占
ハ、、 準 備｜関連内容

ら
せ
表
合
画
，
べ
っ
ぶ
，

か
さ
発
し
計
り
調
も
運
応

窓
表
を
話
の
た
て
を
。
へ
対

車
発
物
を
習
つ
し
ｊ
う
院
の

‐
か
り
子
学
行
り
目
扱
病
ド

て
た
乗
様
物
て
た
役
り
を
一
．

見
え
る
の
り
れ
せ
く
取
人
力
る

を
見
す
で
乗
連
見
途
も
の
字
せ

り
が
用
内
，
。
に
を
用
て
気
文
さ

ミ
物
利
車
て
る
学
リ
な
い
病
と
を

８
り
に
，
し
せ
見
ミ
う
つ
‐
ド
習

の
乗
時
り
り
さ
に
８
◎
よ
に
が
一
練

年
な
学
た
た
て
際
や
る
の
か
け
力
の

昨
凱
私
通
甜
鮒
粒
実
顎
甜
ど
樟
啄
絵
螺

○
○

に
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
い
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
い
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
化
’
’

○

○

車
１
－

ど
ど

』
ｊ
防
一
タ

。
な
な

車
一
消
カ
ブ

う
。
機
方

電
カ
ー
ン
．
。

合
る
行
。
仕
。
，
プ
車
タ
リ
ぶ

し
見
飛
る
の
。
る
。
ス
ン
急
，
へ
遊

翻
雌
車
並
べ
洲
鵡
謝
脳
い
げ
倣
卜
機
托

い
ミ
汽
を
調
の
を
見
分
ぶ
ぶ
ン
ェ
行
作

胸
祁
入
瀬
棚
吻
緋
椛
帥
樋
糎
ル
ワ
俄
椛

物
真
（
習
乗
乗
物
り
類
人
物
サ
海
空
り

り
写
学

り
乗
種

乗

乗
・
・
・
乗
・
・
・
・
・

い
②

３

２

・８ミリ

･広幅用紙

･油性ペン

｡空かん

･国Ⅱ－５

Ⅲ－３

１１

４
６
５
８
８
９

４
６
１

Ⅲ
金
Ｉ
Ⅲ
健
Ⅱ
決
Ⅲ
公
Ⅲ

国
生
生

生
生

●
●

・ＶＴＲ

･写真

･模擬バス

･模擬切符

販売機

･切符

･貨幣

･画用紙

･空箱

3．乗り物の利用の仕方を知る。

（１）乗り物ごっこをする。

ｏ役割分担

（２）利用の練習をする。

ｏ停留所，電停での待ち方

ｏ整理券の取り方

。料金の払い方（定期券）

ｏ降車ボタンの押し方など

4．乗り物（市電，バス，汽車）に

乗る。

（１）日程を調べる。

（２）乗り物に乗る。

5．反省をする。

ｏ運転手，乗客などの役割や切符

の買い方，料金の払い方，交通道

徳などをもり込んでごっこ遊びを

させる。

ｏ安全面に十分注意し，切符の買

い方や乗り降りなど，できるだけ

ひとりでさせるようにする。

ｏ停留所での待ち方や車内での態

度などについて気づかせるために

通学時の様子をとったＶＴＲを利

用する。

－１３９－



小学部高学年６月

－１４０－

単
元
名

宿泊学習（１）

(32）

目
標

○

○

入浴の仕方や寝具の取り扱いを中心に基本的な身辺処理が大まか

にできるようにする。

教師や友達と一緒にすすんで食事を作ったり，お楽しみ会をした

りして学校に宿泊することができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．宿泊学習について話し合う。

(1)８ミリで昨年の宿泊学習の様

子を見る。

(2)学習計画をたてる。

○

○

期日，日程，主な活動

学習計画表

2．宿泊の準備や練習をする。

(1)宿泊用具の準備をする。

○ 用具名，整理の仕方

(2)日程表を読む。

○ 主な活動の時刻

(3)寝具の取扱い方を練習する。

○

○

毛布，まくらの位置

たたみ方

(4)入浴の練習をする。

○

○

衣服の着脱，入浴の順序

体の洗い方

(5)食事作りをする。

○

○

買い物

調理

(6)お楽しみ会の練習をする。

○ 花火，金魚すくいなど

3．校内に宿泊する。

○

○

○

入浴（銭湯）

食事づくり

お楽しみ会など

4．反省をする。

○

０

楽しかったこと

今後がんばること

０

○

○

○

○

○

○

○

○

どんな活動をしたかを発表させ，

宿泊への意欲を高める。

しおり，日程表などを示し，宿

泊当日までにどんな学習をするか

大まかな学習計画をたてさせる。

活動に必要な用具を絵・文字力

－ドを使って準備させる。

日程表に時計の針の位置を記入

させ，日程表を見て見通しをもて

るようにする。

始末の仕方に重点を置き，順番

がわかるように指導板や目印に工

夫をする。

実態や課題となることを家庭と

連絡をとり合って，順序や手だて

を工夫し，一人ひとりに合わせて

取り扱う。

カレー,サラダなど子どもたちで

できる献立を選ばせ，調理法も子

どもの実態に合うように工夫し，

役割を分担させる。

下級生の世話，準備，後始末に

できるだけ参加させ，上級生とし

ての役割を受け持たせる。

活動の様子を家庭へ知らせ，今

後の指導に役立てる。

●

●

８ミリ映

写機

写真

･こよみ

●

●

しおり

日程表

･宿泊用具

･文字カー

●

●

●

ド

時計

ござ、

毛布

･寝まき

･ふろしき

･着替え

･タオル

･石けん

･絵カード

･文字カー

●

ド

ＶＴＲ

国Ⅲ－１

２，３

算Ⅲ－６

７

国ｍ－１４

ＩＶ－１３

算、－５

生・基

Ⅲ－１１

１４，１５

２１～2９

３５

手''一

７

金Ⅲ－

２～５

７

音１－７

生・基Ⅲ－

１～１７

２０～3１

３５～３７

国１－３

１５，１６

●
●
●
●
●
●
●
●



小学部高学年７月

－１４１－

幽
十
元
須
声

夏の遊び

(16）

目
標

○ 水鉄砲，船などの簡単な遊具やおやつを工夫して作ることにより，

夏の遊びを広げることができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．

ア

夏の行事や生活について話し合

つ。

(1)８ミリや写真を見る。

○

○

０

水遊び

七夕

おやつ作りなど

(2)学習計画を立てる。

2．水遊びをする。

０

○

○

○

０

０

●

●

●

●

●

●

●

水のかけ合い

遊具

もぐりっこ

宝捜し

水鉄砲作り

とばしっこ

船作り

おいかけ つ こ

シャボン玉作り

ストロー作り

シャボン玉液作り

色水作り

色つけ遊び

3．おやつを作る。

4．

ｏジュース

○

○

○

０

かき氷

すいか割り

夏休みの生活について話を聞く

海・プール

花火

○

○

○

○

○

○

８ミリや写真を見せ，今までに

経験した行事や遊びについて発表

○

○

させる。

実際に作った遊具などを見せて，

自分たちで工夫して作ったものを

使って遊ぶことを知らせ，学習計

画を立てさせる。

水のかけ合いやもぐりっこは，

水に慣れさせるために，十分させ

○

る◎

プールを使うことが多いので，

プールの利用についても教える。

シャンプーや食器洗いなどの容

器を使って，簡単な水鉄砲や船を

作らせ，とばしっこやおいかけっ

こをさせて遊ばせる。

ストローを束にしたり，先に針

金や網を付けたりして，大きさや

形の違うストローを作る。

できた色水に紙や布を浸したり，

スタンプにしたりして遊ばせる。

おやつ作りに必要な品物は買い

にいかせ，自分たちで作ろうとす

る意欲を持たせる。

夏休みの過し方について，絵や

写真を見せて，発表させる。

● ８ミリ

･写真

･学習計画

表

･こよみ

･容器

● 板

･碁石

･おもちゃ

･容器

･ストロー

･石けん

･砂糖

● 花，葉

･絵の具

●

●

●

紙
氷

，

果物

布

･すいか

●

●

こよみ

絵

･写真

３
２
５
３
４
２
８
岨
⑫
８
１
２

８
６
７
８
８
９
０

１
１
１
１
１
１
２

’
一
一
－

１
ｌ

Ⅲ
１
１
遊
Ⅲ
Ⅲ

遊
Ⅲ

自
ｌ
Ⅲ

基
Ⅲ

●

●

●

国
体生
生
生
生
国



小学部高学年９月

－１４２－

単
元
名

楽しい二学期

(８）

目
標

○ 夏休みの思い出を話し合ったり，作品の展示をしたりして夏休み

の生活をふり返らせるとともに，二学期の行事について話を聞いた

り，一日の学習の流れを確かめたりすることにより，二学期の生活

への意欲を高める。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．夏休みの思い出を話し合う。

○

○

○

旅行，遊び，出来事

絵日記，生活表などを見て

夏休みの学習帳，採集物など

を見て

2．夏休みの作品を展示する。

○

●

かざりつけ

写真，絵日記，生活表，

学習帳，採集物など

3．「一日の学習の流れ」を確かめ

る

○

○

◎

登校→更衣→係の仕事→委員

会活動→１校時…→給食→清掃

→５校時…→更衣→下校

●

チャイム，放送の合図

始業，委員会活動，清掃

4．二学期の行事について話を聞く。

○

○

運動会，宿泊学習，修学旅行

(隔年） ツ 附養まつり，クリス

マス子ども会，もちつき大会

行事暦の作成

5．二学期のめあて

○

○

がんばること

毎日続けること

○

○

○

○

０

○

○

○

家庭から持ってこさせた写真等

をもとに簡単な話をさせたり，絵

をかかせたりする。

海水浴や花火など夏の生活を記

録したスライドも準備しておく。

子どもたちに作品名や作者名等

を書かせたり，展示するコーナー

を決めさせたりして行わせる。

絵カードや写真等で一日の生活

の流れを確かめさせることにより

学校の生活に見通しがもてるよう

にする。

毎日の生活の中でも，チャイム

等の合図に従って活動するように

指導する。

昨年度の写真や８ミリ ， ＶＴＲ

を見せ，二学期の学習への意欲を

高める。

それぞれの行事の絵（ぬり絵）

をかかせ，二学期の生活に大まか

な見通しがもてるようにする。

短冊に書かせて展示する。

･写真

･スライド

･学習帳

･採集物

･油性ペン

･名札カー

ド

･セロファ

ンテープ

･絵カード

●

●

●

●

写真

写真

８ミリ

ＶＴＲ

･画用紙

● パス

･油性ペン

● 短冊

国１－５

６

国Ⅲ－３

１６

生・自

１－２

図Ｉ－１０

ｍ－１３

生・決

Ⅲ－１

２

図Ⅲ－１

国Ⅲ－４

●
●
●
●
●
●
●



小学部高学年９月

－１４３－

単
元
名

運動会

(24）

目
標

○

○

かけっこや綱引きをしたり，集合・整列をしたりすることにより，

決まりを守って競技や演技，集団行動ができるようにする。

運動会に必要な準備をすることができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．運動会について話し合う。

(1)ＶＴＲで昨年の運動会を見る。

(2)学習計画を立てる。

○

０

期日，日程調べ

出場種目の確認など

2．運動会の準備や練習をする。

（１）自分の組を知る。

○ 組分け

(2)かけっこをする。

０ 順位ｏ賞状のもらい方

(3)リズムをする。

○ 体形づくり

(4)団体競技をする。

○ 勝敗ｏ仲間調べ

(5)種目紹介をする。

○ 種目紹介者決め

(6)得点発表をする。

○ 得点板のかけ方，見方

(7)応援をする。

○ 呼び子やうちわの使い方

(8)プログラムをつくる。

(9)案内状をつくる。

０ あて名書き。色ぬり

⑩全体練習に参加する。

3．

(1)

ｒ－－－－－－－－－－－－一一一Ｕ

|運動会I乙参ｶﾛする。Ｉ
ｰ－－－－一一一一一一一一一Ｊ

運動会の反省をする。

ＶＴＲを見る。

(2)楽しかったこと，がんばった
●

ことを発表する。

０

○

０

○

○

○

○

○

８

０

ＶＴＲを見せ，種目に応じて必

要な用具を発表させる。

こよみを見て期日を調べたり，

出場種目の練習計画を立てたりさ

せる ◎

教師の指示により，素早く行動

できるようにさせたり，友達と協

力して活動させたりする。

繰り返し行うことにより，見通

しをもって活動できるようにする。

種目の内容については，できる

だけ子どもの意見をとりあげるよ

うにしていく。

一人ひとりに，それぞれ役割を

もたせるようにし，進んで活動で

きるようにする。

絵カードと文字カードのマッチ

ングや文字の練習，ぬり絵をさせ

ながら，運動会に必要な準備をさ

せる ◎

下学年の子どもたちを決められ

た場所につれてきたり,一緒に活動

させたりして世話をすることがで

きるようにする。

かけっこの順番や優勝した組の

ことなどを発表させる。

・ＶＴＲ

･こよみ

･計画表

･運動会用

●

具

賞状

･メダル

･手具

● カセット

ラア プ

･得点板

･絵カード

･文字カー

ド

･案内状

｡ぬり絵

・ＶＴＲ

交

４
３
７
２
４
４
５
７
２
７
１
７
９
焔
５

一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ
決
Ⅲ
Ｉ
遊
Ｉ
遊
Ⅲ
役
Ⅲ
手
Ｉ
Ⅲ
手
Ｉ
交
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ

●
●
●
●
●
●
●
●

生
国
算
算
生
算
生
生
生
生
算
生
生
国
国

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



小学部高学年１０月

－１４４－

単

う瓦］

名

宿泊学習（１）

(32）

目
標

○

○

入浴の仕方や寝具の取り扱いを中心に基本的な身辺処理ができる

ようにする。

教師や友達と一緒に活動して学校に宿泊するなかで，集団の中で

の自分の役割がわかり，活動できるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．宿泊学習について話し合う。

(1)８ミリで１学期の様子を見る。

(2)学習計画をたてる。

○ 日程，練習すること，用具

2．宿泊の準備や練習をする。

(1)入浴の練習をする。

○

○

○

○

０

入浴に必要な物の準備

衣服の着脱

入浴の順序

体の洗い方，洗髪の仕方

タオルの使い方

(2)寝具の取り扱い方を練習する。

○

○

布団やシーツ，毛布の敷き

方，たたみ方

運び方

(3)おたのしみ会の練習をする。

○

○

キヤンドルファイヤーの流

れ，自分の役割

グループの出し物

3．校内に宿泊する。

○

○

○

○

入浴，衣服の着脱

食事づくり

お楽しみ会

寝起き，寝具の取り扱い

4．反省をする。

○

○

がんばったこと

リーダーとしての活動

など

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

楽しかったこと，がんばったこ

とをもとに，今回の宿泊へのめあ

てをもたせる。

下級生の手伝いや世話をさせる

ようにし，上級生としての意識を

もたせる。

今回の課題の重点，手だてを家

庭と連絡をとって設定し，歩調を

そろえて指導に当たる。

タオルや石けんの使い方では，

握り方，力の入れ方などの練習に

重点を置く。

持つ位置に目印をつけたり，た

たむ順番がわかるように番号のシ

ールをはったりして扱いやすいよ

うにする。

点火や呼びかけなどの分担をさ

せ，流れにそって行動させる。

火の取り扱いには十分配慮させ，

事故防止への関心をもたせる。

準備，後始末などに積極的に参

加させる。

時計を見て次の活動を始めさせ

るようにする。

向上したことを認め，今後の課

題については家庭と連絡をとって

指導に当たる。

●

●

●

８ミリ映

写機

フイルム

しおり

･日程表

･宿泊用具

･文字カー

ド

･時計

･指導板

･布団一式

･キャンド

ルファイ

ヤー台

･ろうそく

・ＶＴＲ

国Ⅲ－３

算Ⅲ－５

～７

生・遊

、－５

１２

基Ⅲ－

２１～２９

基''一

１１，１４

１５

健Ⅲ一

１０

音Ⅲ－４

生・基

Ⅲ－１

～1７

２１～3１

３５～３７

国Ⅲ－３

１５，１６

●
●
●
●
●
●



小学部高学年１０月

－１４５－

単
元
名

修学旅行（隔年）

(32）

目
標

０ 修学旅行の期日や目的地，日程，交通機関の利用の仕方を知った

り，身辺処理や集団行動の練習をしたりすることにより，修学旅行

で積極的に行動できるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．修学旅行について話を聞く。

(1)スライドや絵はがきを見る。

(2)期日 ， 目的地，日程等につい

て話を聞く。

０

○

○

○月○日 毎～

目的地の様子

○月△日

利用する交通機関など

(3)学習計画を立てる。

○ 主な学習活動

2．修学旅行の準備や練習をする。

(1)持ち物の確認をする。

○

○

持ち物の名前調べ

記名確認

(2)持ち物の取り扱い方を練習す

る

○

０

持ち物の仕分け

(3)寝具の取り扱い方を練習する《

○ 布団の敷き方，たたみ方

(4)入浴の練習をする。

○ 衣服の着脱。洗髪など

(5)見学の仕方や車中での過ごし

方などの練習をする。

○

○

０

○

見学地での行動

汽車やバスの利用の仕方

土産の買い方

旅館での行動など

Ｆ一一－一一一一一一一一一一一一・一－１

１修学旅行に参加する。Ｉ
Ｌ－－－－－－－－－－－－－－－－Ｊ

3．反省をする。

○ 楽しかったことな』き、

○

０

○

○

○

目的地の絵はがきを見せたり，

大まかな日程等を知らせたりして

修学旅行に対する期待感をもたせ

ると同時に学習への意欲づけを行

０

マ

つ。

期日，時刻等をもとに大まかな

日程表を作成させるとともに，学

習計画を立てさせることで，活動

○

○

に対する見通しをもたせる。

自分の物と友達の物を混同しな

いように，記名の確認を十分にさ

せる 。

必要な物の出し入れがしやすい

ように，袋を準備して，持ち物を

仕分けさせる。

寝具の取り扱い方や入浴の手順

については ， 家庭とも連絡をとり

できるだけひとりでさせる。

日程表に従って，順おって活動

させながら，見学地での行動の仕

方や利用する交通機関等に対する

意識を高める。

土産については，家庭で話し合

わせて決めさせておく。

８ミリ（ＶＴＲ）を利用し，旅

行した場所などを発表させる。

● スライド

･絵はがき

･こよみ

● 日程表

･絵カード

･文字カー

ド

･小黒板

･旅行用（

●

ツグ

ビニール

袋

･布団一式

･入浴道具

･模擬バス

･模擬切符

● ８ミリ

・ＶＴＲ

国Ⅲ－１

算Ⅲ－５

７

生・社

１－１０

生・決

１－９

生・基

Ⅲ－３７

１２，１５

２３，２４

２５，２６

２７，３５

生・公

Ⅲ－８

生・決

、－４，５，６

生・金

１－２，４

生・交

Ⅲ－８

国Ⅲ－３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



小学部高学年１１月

－１４６－

単
元
名

ふようまつり

(32）

目
標

○ 友達と協力して，まつりに必要なものを作ったり，みこしバレー

ド，お店屋さんごっこなどをしたりして，まつりを行うことができ

るようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1°まつりについて話し合う。

(1)８ミリや写真を見る。

(2)他の祭の見学をする。

○

○

品物

店の造り

(3)学習計画を立てる。

2°まつりの準備をする。

(1)取り入れをする。

○

○

さつま芋

二十日大根など

(2)みこし ’ うちわ，豆しぼり，

のぼりを作る。

(3)みこしパレードをする。

(4)出店で売る品物を作る。

(例）かりんとう，しんこ団子

(5)引換券を作る。

(6)出店を作る。

(7)お店屋さんごっこをする。

○

○

品物の並べ方

ことばづかい

(8)案内状を作る。

(9)会場を作る。

３．まつりをする。

4°まつりの反省をする。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

まつりや取り入れなどでどんな

ことをしたか話し合わせる。

出店の並びや造りに着目させて，

出店をどんなふうに作るか考えさ

せる 。

８ミリや写真，見学して分かつ

たことなどから計画を立てさせる。

植えつけからさせ，作物が育つ

ていく様子も適宜観察させる。

みこしは，どんなものがいいか

話し合わせ，作らせていく。

リーダーとなってパレードがで

きるように，役割を分担させる。

取り入れた作物を中心に調理さ

せ，品物を作らせる。

品物の名前，絵，値段などを分

担させ，低・中学年分も作らせる。

壁作り，メニュー作り，壁の模

様つけなど交代でさせる。

係を代わって，お店屋さんの簡

単なしくみを分からせる。

父母やお世話になっている人に

向けてかかせる。

会場の飾り付けをさせる。

できるところは，共同で後始末

をさせる。

● ８ミリ

･写真

●

●

●

お金

暦

日程表

･写真

･移植ごて

･一輪車

･色紙

●

●

竹

草花

･太鼓など

･調理道具

･色画用紙

･筆記用具

･ダンポー

●

ル

くぎ，金

づちなど

･模擬店

･色画用紙

･水性ペン

●

●

机，いす

８ミリ

国Ⅲ－１

生・役

１－３

生・金

Ⅲ－１，２

３

生・遊

Ⅲ－２

生・自

Ⅲ－２

図Ⅲ－７

生・役

Ⅲ－１

生・遊

Ⅲ－１

図Ⅲ－２

５

図Ⅲ－１０

生・遊

Ⅲ－５

生・金

Ⅲ－１，２

３，５

図、－８

国、－１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



小学部高学年１２月

－１４７－

単
元
名

もうすぐお正月

(24）

目
標

○ クリスマス子ども会をしたり，絵暦や年賀状作り，新年のあいさ

っなどをしたりすることができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．年末の行事や正月について話し

合う◎

(1)８ミリや写真を見る。

(2)学習計画を立てる。

2．クリスマス子ども会をする。

(1)飾り作りや飾り付けをする。

(2)ケーキづくりをする。

(3)案内状やプログラムを作る。

(4)クリスマス子ども会をする。

3．絵暦を作る。

(1)どんな絵にするか話し合う。

０

０

月ごと

物語

(2)絵や月日をかく。

(3)印刷をする。

(4)制本をする。

4．年賀状を作る。

○

○

○

あいさつ

あて名

投かん

5．もちつき大会をする。

6．

7．

○

○

○

０

つき方

まるめ方

正月の過し方を知る。

あいさつの仕方

｢ことしもよろしく」

お年玉の使い方

教室の整理をする。

○

○

０

○

０

○

○

○

○

０

○

○

８ミリや写真を見せ，年末の行

事や正月の様子にどんなものがあ

るか話し合わせる。

話し合わせた内容をもとに，学

習計画を立てさせる。

ケーキのスポンジ台はあらかじ

め準備しておき，飾りを工夫させ

る。

物語，行事，動物などから内容

を決めさせ，絵が12こまにまとめ

られるように助言する。

子ども一人ひとりの能力に応じ

て分担を決めさせる。

印刷，製本など，教師や友達と

協力して作るようにする。

あいさつ文や自分の名前は，な

ぞったり9 一人で書いたりさせる。

あて名は子どものできる範囲で

書かせる◎

友達と協力して鏡もちを作らせ

たり，一人でもちをつかせたり，

まるめさせたりする。

正月のあいさつができるように

繰り返し練習させる。

お年玉の使い方にも触れ，無駄

使いしないように留意させる。

年のくれの大そうじと関連づけ

て，教室を整理させる。

● ８ミリ

･写真

●

●

クリスマ

スツリー

飾り

･プログラ

ム用紙

･昨年作っ

たカレン

ダ

･絵本

･行事表

●

●

●

●

●

●

インク

バレン

年賀状

す
ね
う
き

もるぶた

･のし袋

１
４
８
９
１
１
３
８
９
ｕ
Ⅳ
８
６

５

国Ⅲ－

２，３，

図Ⅲ－

１－

国Ⅲ一

図Ⅲ一

２，

生・社

Ⅲ一

生・交

Ⅲ一

国、－

１５，

生・交

Ⅲ一

生・金

Ⅲ－１，

７

●

●
●
●
●
●
●
●
●



小学部高学年１月

－１４８－

単
元
名

楽しい三学期

(８）

目
標

０ 冬休みや正月の出来事を話し合ったり三学期の行事を聞いたりす

るとともに，新年子ども会で正月のごちそうを作って食べたり自分

のめあてを発表したりすることにより，三学期の生活への意欲を高

めるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．冬休みの出来事を話し合う。

○ クリスマス，もちつき，初も

うで，お年玉，年賀状など

2．「一日の学習の流れ」を確かめ

る

○

０

◎

登校→更衣→係の仕事→委員

会活動→１校時…→給食→清掃

→５校時…→更衣→下校

チャイム，放送の合図

3．三学期の行事について話を聞く。

０

○

持久走大会，節分子ども会，

学習発表会，おわかれ会，卒業

式など

行事暦の作成

4．新年子ども会をする。

(1)会場の準備をする。

０ テーブル，いすなど

(2)ごちそうをつくる。

○ 雑煮，なます，ぜんざい等

(3)会食をする。

(4)冬休みの出来事や今年のめあ

てを発表する。

(5)歌ったりリズムをしたりする

(6)後始末をする。

○

０

０

０

○

○

○

○

具体物（餅，お年玉袋など）や

写真，スライド等をもとに簡単な

話をさせたり，絵をかかせたりす

る。

絵カードや写真等で一日の生活

の流れを確かめさせることにより

学校の生活に見通しがもてるよう

にする。

チャイムや放送の合図に従って

活動させるようにする。

昨年度の写真や８ミリ ， ＶＴＲ

を見せ，三学期の学習への意欲を

高める。

それぞれの行事の絵（ぬり絵）

をかかせ，三学期の生活に大まか

な見通しがもてるようにする。

小学部全員の参加のもと鏡開き

等の行事とも併せて行い正月の雰

囲気を味わわせる。

調理については安全面に十分注

意し，子どものできる範囲のこと

をさせる。

写真や絵，短冊に書いたものを

もとに発表させる。

● 餅

･お年玉袋

･写真

･絵カード

･スライド

･絵カード

●

●

写真

カセット

･写真

● ８ミリ

・ＶＴＲ

･画用紙

● パス

･テーブル

● いす

･調理材料

･調理用具

･冬休みの

生活表

･写真

● カセット

国１－５

６

国Ⅲ－３

１６

生・決

、－１

２

図、－１

家ＩＶ－１２

生・基

Ⅲ－１

～６

生・役

Ⅲ－１

３

国Ⅲ－３

●
●
●

●
●
●
●
●



小学部高学年１月

－１４９－

単
元
名

冬の遊び

(８）

目
標

○ たこあげや焼きいも，すごろく，トランプなどの冬の遊びを広げ

ることができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

１．冬の遊びについて，８ミリやス

ライドを見て話し合う。

(1)いろいろな遊びを発表する。

(2)どんな遊びをするか，学習計

画をたてる。

2．いろいろな遊びをする。

(1)たこあげをする。

０ 絵だこ，字だこ

(2)わらべ歌遊びをする。

０

０

０

かごめかごめ

とおりやんせ

花いちもんめなど

(3）かるたとりをする。

○

０

文字がるた，絵がるた作り

ｶｺるた取り競争

(4)すごろく遊びをする。

○

０

さいころ作り

人間すごろくなど

(5)トランプ遊びをする。

０

０

カード合わせ

数字ならべなど

(6)焼きいもをする。

０

０

０

たき火

焼きいもの作り方

後始末

3．反省をする。

０

０

おもしろかったこと

家でしてみたい遊び

０

０

０

○

吐く息の白さや，服装の変化，

暖房装置などにも気づかせる。

０

○

○

○

高くあがった方がよいことを知

らせ，競争やゲームなどもとり入

れ楽しく遊べるようにする。

○

友達や教師と一緒に，繰り返し

て行うことにより，遊びのルール

を守って，わらべ歌遊びができる

○

ようにする。

る

実態に応じて，見本絵を準備す

。

得点や勝ち負けにも関心を持た

せる ◎

子どもたちが実際に動いて行う

すごろくもとり入れる。

市販のトランプだけでなく，子

どもたちの好きな絵をとり入れ，

わかりやすいトランプを工夫する

子どもたちの手で，落ち葉や枯

れ枝集めをさせる。

水や土をかけて，火が消えたこ

とを確認させる。

いろいろな遊びの反省をもとに

友達同士や，家庭でもやってみた

いという気持ちをもたせる。

●

●

８ミリ

スライド

･夏服

･広幅用紙

･自作のた

●

こ

カセット

テープ

･レコード

･厚紙

●

●

●

●

絵

フェルト

ペン

さいころ

トランプ

･枯葉

･枯枝

● いも・水

･アルミノ、

ク

・ＶＴＲ

０
０
７
２
６

７
２
４
１
１
７
５
８
必
Ⅳ
２
５
１
２
１

－
，
一
，
一
，
一
一
一
一
，

一
一
，

自
Ｉ
Ⅲ
３
１

遊
Ⅲ
自
Ⅲ

遊
Ⅲ
７
１
妬
１
４
Ⅲ
Ⅲ
健
Ⅲ
自
１
１
５

●

●

生
国
生
生
音

生
国
算
図
生
生
国

●
●

●



小学部高学年 2月

150

単
元
名

学習発表会

(32）

目
標

○

０

リズム遊びや簡単な劇などの出し物の練習をすることにより，人

前ではずかしがらずに表現できるようにする。

友達と協力して，小道具や背景画などの準備をすることができる

ようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．学習発表会について話し合う。

(1)ＶＴＲで昨年の発表会をみる。

(2)学習計画をたてる。

○

○

期日，日程

出し物

２，出し物の練習や準備をする。

(1)劇や曲目などについて話し合
ア

つｏ

(2)配役や分担について話し合う。

(3)練習をする。

○

○

○

○

場面ごとに

表現法を工夫しながら

全体をとおして

ステージで

(4)小道具を作る。

(5)背景画を作る。

(6)衣装をつけて練習する。

3．プログラムや案内状を作る。

○

「

絵，なぞり書き，視写など

一Ｉ

膳雪至麦含匡琴11睦乏9-」

4．反省をする。

（１）ＶＴＲを見る。

(2)楽しかったことやがんばった

ことを発表する。

○ 昨年の出し物名や配役などを発

表させ，学習への意欲を高める。

。子どもたちの話し合いの中で，

○

○

○

○

○

○

○

やりたいものを発表させたり，日

ごろの様子から教師が選んだ出し

物のいくつかを発表させたりする。

絵やペープサート，指人形など

を利用して，ミニ劇を見せること

により，あらすじの理解を深める。

配役の絵や文字をかいたカード

や，せりふカードなどを提示して，

自分の出番やせりふが，わかるよ

うにする。

せりふの長さや言葉，身体表現

Iま，子どもの実態により考慮する。

小道具や背景画作りでは，色ぬ

りをしたり，折り紙を切ってはっ

たりなど，できるだけ子どもたち

の手で行えるように工夫する。

家族や日ごろお世話になってい

る事務，給食の人たちに，プログ

ラムや案内状を作って渡すことに

より，人前で発表する意欲を高め

る◎

それぞれの子どもが頑張ったこ

とを賞賛し，成就感をもたせる。

他の学級・学部のおもしろい発

表についての話し合いもさせる。

｡ＶＴＲ

･写真

･広巾用紙

● カセット

ナ
ー プ

･レコード

● 絵， ペ－

ブサート

指人形な

ど

･配役，せ

りふカー

ド

･小道具

･背景画

･衣装

･フェルト

●

●

ペン

封筒

ＶＴＲ

国Ｉ－２

ｍ－１

３，４

国１－９

Ⅲ－７

音１－６

Ⅲ－５

６，８

１２，１３

１４，１５

図１－２

１０

Ⅲ－２

７，８

生・遊

Ⅲ－１

８

国、－１５

図Ⅲ－２

生・交

Ⅲ－９

生・役

Ⅲ－２

国、－１

３，４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



小学部高学年３月

－１５１－

単
元
名

も
ア

つ すぐお別れ

(16）

目
標

○ ８ミリや写真などを見て６年間の成長を振り返ることにより，父

母や教師に感謝の気持ちをもたせるとともに，お別れ会や卒業式を

通して卒業する喜びや進学する期待感をもたせるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．卒業式について話し合う。

(1)卒業することについて話を聞

く

０

○

◎

卒業式

もうすぐ中学生

(2)学習計画をたてる。

○ お別れ会，卒業式の期日，

日程，練習内容

２．６年間を振り返る。

(1)８ミリ映画や写真を見る。

０ 入学式，遠足，運動会など

(2)成長の跡を話し合う。

０ 通学の様子，身体の成長，

学習の作品など

3．お別れ会をする。

4．

(1)お礼のことばの練習をする。

(2)プレゼントをつくる。

(3)案内状をつくる。

(4)お別れ会をする。

○

◎

０

○

お礼のことば

うた ， ﾘズム

卒業式の練習をする。

別れのことば，式歌

返事，証書のもらい方，礼

ー－．－－．－－－－－－－－－可

L至劃墜哩畳２－」

○

○

○

○

０

○

昨年の卒業式の様子を見せたり，

卒業生の中学部での様子を話し合

わせたりすることで，卒業や進学

について理解を助ける。

準備や練習する内容，心がまえ，

学習の日程などについて計画をた

てさせる。

入学時からの８ミリなどでそれ

ぞれ成長していることに気づかせ

る◎

6年間の担任を思い出させたり，

父母に世話してもらったことを話

し合わせたりすることで，感謝の

気持ちをもたせる。

両親やお世話になった人へ案内

状やプレゼントをつくり，感謝の

気持ちをあらわせるようにする。

厳粛な雰囲気の中で式の流れを

わからせるとともに，ひとりで行

動ができるように，証書のもらい

方を中心に個別的に指導する。

・ＶＴＲ

･絵ごよみ

● ８ミリ

･写真

･文集「た

けのこ」

･身体図

･文字カー

ド

･紙粘土

･絵の具

°ＶＴＲ

･文字カー

ド

国、－３

４

生・交

Ⅲ－５

算Ⅲ－６

７

生・交

Ⅲ－５

図Ⅲ－１３

国Ⅲ－１４

１５，１８

図１１－４

音Ⅲ－４

生・決

Ⅲ－４

音Ⅲ－１２

～1５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



(2)座席，棚，靴箱を確認する。

(3)学校や学部の生活のあらまし

を知る。

ｏ朝（帰り）の会，日課表，

更衣,連絡帳，時間割，学習

内容，日直，タイムカード

(4)めあてを決める。

ｏ学級の目標，個人の目標

中学部 中学部１年４月

ｏ入学の喜びや中学生としての自覚を持たせるとともに，学校のよ

うすや学級のきまりを知らせ，集団生活に慣れさせることにより，

明るく楽しい学校生活が送れるようにする。

目単
元
名

中学生になって

（14）
標

準備｜関連内容意 占
ハ、、主な学習活動・内容 留

1．中学部での生活のし方について

知る。

（１）自己紹介をする。

ｏ自分の名前，家の所在地，

通学の方法ｏ質問

･生・交

Ⅲ－２

．国ＩＶ－５

･生・基

１－３５

･生・決

Ⅲ－２

．算Ｗ－８

･名札

・目かくし

布

･スライド

･生活のし

おり

・日課表

・タイムカ

ード

ｏ楽しい雰囲気で，より多くのこ

とを引き出せるようにする。友だ

ちあてゲームなどで，親睦感を深

める。教師の名前も覚えさせる。

ｏ中学部における生活の流れを具

体的に意識づけることができるよ

うに，絵や写真を用いた日課表を

準備しておく。学習グループ編成

についても指導する。

ｏ生徒の実態に合ったものになる

ように配慮する。

ｏ歓迎会の内容を知らせ，上級生

の名前を紹介しておく。

･色画用紙｜・国Ⅲ－５

2．学校内めぐりをする。

ｏ特別教室等をまわり，その使

い方を知る。

･校内配置

図

ｏ特別教室には，その部屋で使わ

れる用具等が準備されていること

をわからせ，その教室の目的を考

えさせる。

3．歓迎会に参加する。

（１）歓迎会について知る。

ｏ日時，場所，方法

（２）発表の練習をする。

ｏ自己紹介，レクリエーショ

ン，お礼のことば

（３）歓迎会に参加する。

･スライド

望ヱﾆﾄ|:皇呈~&
ｏ生徒の実態に即したあいさつの

し方を工夫する。

－１５２－

Ⅲ－２



中学部２，３年４月

－１５３－

単
元
鋸
『

新しい学年

(14）

目
標

○ 進級の喜びを味わわせ，中学部２年生，３年生としての自覚をも

たせ，協力して学級づくりをさせるとともに，新入生を暖かく迎え

ようとする態度を育てる。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1． 新しい学年，学級について話し

合う ０

(1)新しい先生や友だちの名前を

覚える。

(2)進級の喜びや希望を話し合う‘

(3)自分の靴箱，座席，棚に名前

をはる。

(4)学年，学級のきまりの話し合

いをする。

０ 日直，朝（帰り）の会，更

衣，校時表，連絡帳，時間割

タイムカード

(5)めあてをきめる。

０ 学級の目標，個人の目標

2．歓迎会をする。

(1)歓迎会について話し合う。

○ 日時，場所，対象

(2)歓迎会の準備をする。

０ 係分担，出し物練習，歓辿

のあいさつ，招待状，プロク

ラム

(3)歓迎会をする。

０ 校外における歓迎会

(雨の時は校内）

。

○

○

新入生の名前だけでなく，新任

の教師の名前と顔を一致させると

ともに全校の教師の名前も確認す

○

る。

学校生活の流れを，話し合いの

中で再確認させ，掲示物はなるべ

く生徒に書かせ，絵や写真等も利

用する。

○

前年度の子どもの実態の資料を

もとに，教師の方である程度の方

向づけを行う。

生徒自身が入学した頃の事を思

い出させながら，生徒の考えを生

かし ， なるべく自主的に活動させ

一年生を迎える雰囲気を高める。

のどかな春の雰囲気の中で，進

級の喜びを親子共々味わわせるた

め，校外における歓迎会を実施で

きるようにつとめる。

●

●

スライド

写真

･名札

･時間割

･色画用紙

･タイムカ

ド

･前年度の

●

担任の資

料

スライド

･広巾用紙

● カセット

テープ

･国Ｗ－５

６，８

１－６

.生・基

Ⅲ－３５

．国Ⅲ－１４

１５

．算Ｗ－８

・国Ⅲ－１５

・生・役

Ⅲ－４



中学部５月

４－

単
元
名

バスや電車の利用

(28）

目
標

○ 停留所の名称や料金表の見方，それに関する金銭の扱い方などを

学習したり，実際に公共交通機関に乗ったりして，それを利用する

能力と態度を育てる。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．公共交通機関について話し合う。

(1)交通機関の種類について話し

合う

○

○

◎

バス（各社）

市電

(2)交通機関の路線について話し

合う。

○

○

路線名

停留所（電停）名

(3)交通機関の利用について話し

合う

○

○

◎

利用の実態

生徒一人ひとりの課題

2．交通機関利用に必要な事がらを

知る。

(1)停留所のよみ方や料金表の見

方を練習する。

(2)車内におけるエチケットを調

くる 。

(3)定期券の使い方や料金のはら

い方を知る。

3．実際に交通機関を利用する。

○

０

０

教師と

友だちと

ひとりで

4．反省をする。

○

○

○

交通機関の中で行ったこと

活動しているときの気持ち

今後の生活への活用

○

○

○

○

０

○

○

公共交通機関とそうでない交通

機関の区別をしっかりとつけさせ

今後の学習の焦点を意識づけてい

く。

生徒が登下校に利用している路

線名や停留所名を導き出し，それ

らの種類の多いこと，ひいては便

利であることに気づかせていく。

課題設定にあたっては，家庭と

連携をとり，個に応じた達成可能

なものを導いていく。

生徒一人ひとりの課題や能力に

応じた場の設定に工夫をこらし，

臨場感を出すように努める。

安全面の指導も合わせて十分に

行う。

事前の計画を綴密に立て，また

家庭との連絡もしっかり行ない，

成就感をもって生徒一人ひとりの

自信を深めさせるようにする。

臨場感あふれる教具を準備し，

動作を伴わせながら発表を行わせ

教師は資料をもとに意欲づけを図

る。

･のりもの

のカード

･路線図

･停留所名

のカード

･交通利用

の実態表

･定期券

･模擬料金

表

･硬貨

･スクール

バス

･模擬料金

箱

･硬貨

･身分証明

証

･模擬の（

ス ９

･硬貨

電車

･定期券

０

４
６
４
５
Ⅱ
咽
２
４
４
５
５
３
４

１－

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

社
Ｉ
Ｉ社
Ｉ
Ｉ社
１
１
Ⅲ
金
Ｉ

公
Ⅲ

金
Ｉ
Ⅲ

●

●

生
・

生

数
生

生
生
国
生

●
●
●
●
●
●
●
●



中学部６～７月

－１５５－

単
元
名

宿泊学習

(42）

目
標

０ 宿泊学習を通して日常生活に必要な掃除，洗濯，寝具の扱い方や

かんたんな調理等の技能を高め，自発的な生活態度を育てるととも

に，集団の一員として共に活動する喜びを味わわせる。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1． 宿泊学習について話し合い，学

習計画をたてる。

(1)昨年の宿泊学習を思い出す。

○ 写真やＶＴＲの視聴

(2)今年の宿泊学習の計画をたて

る

０

０

○

。

場所や期日ｏ活動内容

日程表つくり

班編成と班名

2．校内宿泊学習について話し合い

学習計画をたてる。

○

○

○

０

活動内容

日程表つくり

準備するもの

係分担

3．校内宿泊学習の練習と準備をす

る。

(1)掃除の練習をする。

○

○

ほうきの使い方ｏ掃除

機の使い方ｏぞうきんがけ

整理整頓

(2)洗濯をする。

○ 機械洗い。手洗い

(3)寝具の扱い方を練習する

(4)かんたんな調理をする。
○

○

ごはんたき

サラダつくり

。

ｏＶＴＲ，写真を視聴して，宿泊

○

０

０

０

○

学習のイメージを具体的に持たせ

０

意欲を高める。

○

生徒の生活経験や，能力，興味

関心などの実態を把握・分析して

活動内容を組む。

○

課題意識を高め，学習への見通

しを持たせる。

日常生活場面をふりかえらせ，

活動への意欲を持たせる。

係分担は各活動での責任者決め

程度にとどめ，実際活動の中で必

要に応じて割り当てる。

一人では活動できない生徒も集

団の中で楽しく練習，参加できる

ようにする。

ちりは色紙等を使い隅々まで気

付いて掃除ができるように手だて

をする。

衣類，タオル，ハンカチ，靴等

を洗わせる。

インスタント食品を利用し，力＞

んたんでどこでもできる調理をさ

せ
る

，

◎

日常生活に役立つようにさせ

・ＶＴＲ

･写真

･カレンダ

･地図

･清掃用具

･掃除機

･洗濯機

● たらい

･寝具

･食品表

● お金

･生・交

Ⅲ－５

．国Ⅲ－１４

.数m－１

７

．国Ⅲ－３

･数Ⅲ－５

・生・役

Ⅲ－４

・生・基

Ⅲ－３５

.生・手

Ⅲ－５

．職・家

ＩＶ－３



－１５６－

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

(5)レクリエーションについて話

し合い，練習をする。

○

○

係分担

レクリエーションの練習

4．校内宿泊学習をする。

5．校内宿泊学習の反省をする。

6．校外宿泊学習について話し合い

学習計画をたてる。

○

○

○

○

活動内容

日程表つくり

準備するもの

係分担

7．校外宿泊学習の練習と準備をす

る０

(1)炊事練習をする。

○

○

○

○

御飯の炊き方

こんろの使い方

インスタント食品の作り方

缶類の開け方など

(2)レクリエーションについて話

し合い，練習をする。

○

○

○

、

夜の集い

キャンプファイヤーの意義

練習

係分担

(3)出発の用意をする。

○

０

用具の準備・点検

買い物など

8．校外宿泊学習をする。

9．反省をする。

(1)用具の後始末をする。

(2)反省会をする。

○

○

ＶＴＲ視聴

発表

○

○

１

○

○

○

○

内容についてはリズム，ゲーム

など動きを伴うものや集団ででき

るものを話し合わせ，友だちとの

かかわりをもたせる。

校外宿泊への楽しみを持たせ，

活動への意欲を高める。

家庭へのアンケート結果をもと

に実態を把握し，日常生活に必要

な技能を高め，簡単な食事ができ

るようにする。

係分担を決め，模擬練習を通し

て活動全体をイメージ化できるよ

うにする。

準備するものについては，もれ

のないように点検表で確認させる。

宿泊学習の経験を思い出させな

がら学習や作業をすすめていく。

ド

テープ

写真

スライ

地図

電気釜

こんろ

ポット

栓抜き

トーチ

テープ

点検表

ＶＴＲ

●
●
●
●
●
●
●
．
●
●
●
●
●

音Ｉ－１４

ＩＶ－６

生・決

ｍ－４

社Ｗ－３０

職Ｗ－１２

２１

家Ｗ－１８

生・役

Ⅲ－２

音Ｉ－１４

Ｗ－６

生・決

Ⅲ－４

●
●
●
●
●
●
●
●



中学部９月

－１５７－

単
元
名

運動会

(28）

目
標

○ 練習や諸準備を通して運動会への見通しや意欲を持たせ，最後ま

で積極的に参加しようとする態度を育てる。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．運動会について話し合い，学習

計画を立てる。

(1)昨年の運動会を思い出す。

ｏＶＴＲ，スライド視聴

(2)今年の運動会の計画を調べる。

○

０

○

日程

種目

練習計画

2．運動会の練習や準備をする。

（１）組分けや係などを決める。

○ 応援係，種目説明係等

(2)ポスターや案内状を書く。

(3)用具作りをする。

○

○

万国旗つくり｡応援旗

演技用小道具

(4)練習をする。

○

○

全体練習。学部練習

応援練習ｏ予行練習

(5)会場づくりをする。

ｒ－－－－一一一一一一一一--1

1運動会に参加する。’
1－一一一一一一一一一一一一Ｉ

3．反省をする。

(1)用具の後始末をする。

(2)競技や係の反省をする。
○

○

ＶＴＲ視聴

写真の整理

。

○

○

○

○

視聴覚教材で運動会のイメージ

を具体的に持たせ，誰がどんなこ

とをしたか話し合わせる。

カードや運動会の計画表を作ら

せ，運動会の意欲を高める。

○

○

○

立候補や推薦制を採用し，生徒

の活発な活動の展開を図る。

制作活動や応援練習は生徒中心

の活動にし，自主的に活動できる

よう配慮する。

よい運動会をするには練習や当

日までの諸準備の大切さを理解さ

せる ◎

みんなが力を合わせ，最後まで

がんばることの大切さを理解させ

る◎

グループで責任を持たせる。

出場した種目，係の仕事のよう

すを反省させる。

ｃＶＴＲ

･写真

･昨年のプ

ログラム

･カレンダ

ー

･運動会計

●

画書

編成表

･カード

｡運動会で

使用する

用具

･昨年の案

内状やポ

スター

･万国旗

● カセット

･ストップ

ウオッチ

・ＶＴＲ

･写真

･計画表

･プログラ

ム

･国ＩＶ－４

･数Ⅲ－７

･生。役

、－２

.美Ⅲ－５

８

．体Ⅲ－１

２，１３

１５，２５

・国Ⅲ－１４

・数ｍ－１

・生・役

Ⅲ－２

・体Ｗ－１３

・生・役

Ⅲ－４

。国Ⅲ－３



中学部１０月

ｏ食事の大切さを知ったり，簡単な炊事を行ったりすることにより

食生活への関心を高めるとともに安全に気をつけながら調理などに

取りくもうとする態度を養う。

単
元
名

目
わたしたちと食事

（28）
標

準備｜関連内容意 占
ハ、、主な学習活動・内容 留

･生・基

、－３

５

･スライド

･給食献立

表

･栄養表

ｏ栄養不足による病気などスライ

ドを見せて，栄養が不足すると病

気にかかりやすいことをわからせ

る。

ｏ子どもの身近にある給食献立表

をもとに説明し，食事の重要性を

感じとらせる。

ｏ献立の内容は，大人の力を借り

なくてもできるもの，そして身近

なものからということで考えさせ

る。

ｏ領収書やレシートをきちんと持

ってこさせる。

ｏ難しい漢字，語句は教師が説明

する。

ｏこんろや包丁の使い方は十分気

をつけさせるよう配慮する。

ｏガスの元栓は，使った後必ず閉

めるように習'慣化させる。

ｏ一度に入れる茶葉の分量をよく

理解させる。

1．食事について話し合う。

（１）好きな献立を話し合う。

（２）スライド（わたしたちと食事）

を見る。

（３）食物の栄養について調べる。

･調理用具

･材料

･こんろ

2．簡単な炊事をする。

（１）献立について話し合う。

ｏ目玉焼，野菜いため等

（２）買物をする。

ｏ買う物のメモ

（３）作り方について調べる。

ｏ説明書（図）読み

･生・金

１－１

･お金

･メモ用紙

･説明書

･国Ｗ－１２

･生・健

Ⅲ－１０

･家Ｗ－１６

１７，２０

２１

･生・基

１－４

，－４

･家Ｗ－ｌＯ

（４）調理をする。

ｏ調理の準備

ｏ調理器具・用具の扱い方

・こんろ，包丁

ｏ調理

・インスタント食品等

・コーヒー，お茶の入れ方

ｏ調理の後始末

・洗い方，ふきんの使い方

（５）会食をする。

ｏ食事作法

・はしの握り方，三角食べ

3．反省をする。

ｏ洗い方，ふき方の基本動作をし

っかり身につけるようにさせる。

･食器類

ｏ学校で学習したことが，家庭で

も生かされるよう意欲づける。
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中学部１１月

－１５９－

単
元
名

修学旅行（隔年）

(14）

目
標

○ 旅行地のようすを調べたり，集団行動のあり方を学習したりする

ことを通して，旅行への意欲を高めるとともに，交通機関の利用や

団体行動等の生活経験を広める。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1． 修学旅行について話し合う。

（１）今までの修学旅行を思い出す。

０

０

小学校（部）の修学旅行

中学部の修学旅行

(2)今年の修学旅行の計画を聞く。

○

０

ねらいｏ期日

見学地 ｏコース

2．修学旅行の事前学習をする。

（１）見学先のようすや交通経路に

ついて調べる。

○ 場所や利用する交通機関等

(2)旅行中のマナーを話し合う。

○

○

０

バスや汽車の使い方

集合，整列の仕方

ホテルでの過ごし方

(3)班編成や係分担を決める。

(4)旅行のしおりつくりをする。

０

０

見学地名記入

絵はがきやパンフレット切

り貼り

(5)出発前の諸注意を聞く。

ｒ－－一一一一一一一一一一一一一Ｉ

1－
修学旅行に参加する。Ｉ
－－－.一一一一一一一一一.-‐－－－－」

3．反省をする。

○

０

○

○

楽しかったことの発表

集団行動や係等の反省

思い出の絵

お礼の手紙

○

○

○

○

視聴覚教材を利用し，旅行に対

して期待感を持たせるとともに旅

行への雰囲気をもりあげるように

する

○

。

現地のパンフレット（色刷り）

を準備し見学先の概要や交通等に

ついてわからせ，旅行への関心を

○

高めさせる。

○

楽しい旅行にするためには，き

まりを守ることの大切さを強調し，

集団行動の価値をわからせる。

一人ひとりが喜んで活動できる

ような場面を設定し，自分で作成

できた喜びを味わわせるような作

業を取り入れる。

持ち物の点検や土産購入計画に

ついては家庭と連携を密にし，万

全を期する。

言語活動の劣る生徒には，教師

用しおりを見せ場所を指示させる！

国語や美術の学習と関連づけ，

絵や文を完成させる。

●

●

スライド

写真

・しおり

･パンフレ

ツ 卜

･絵はがき

･パンフレ

ツ ト

･白地図

･画用紙

･作文用細

･国１－５

m－３

．国Ⅲ－１

.数m－７

.社１V－２９

．生・決

Ｉ－７

Ｉ－７

ｍ－４

・美Ｉ－１Ｃ

・国Ⅲ－１

・国１－５

・美Ｗ－１

・国ｌＶ－１’



中学部１１月

－１６０－

単
元
名

わたしたちと仕事

(21）

目
標

○ 職場や商店街の見学をしたり，先輩たちの仕事のようすを参観し

たりして，働くことへの興味・関心を高め，校内・校外において実

際に働くことに対する心がまえをもたせ，与えられた仕事をやりと

げようとする態度を養う。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．今年の勤労体験学習について調

くる ０

(1)昨年の学習を思い出し，今年

の計画について話し合う。

○

○

○

スライド視聴

勤労体験学習地について

学習の計画

(2)職場見学をする。

2．いろいろな仕事調べをする。

(1)家の仕事を発表し合う。

○ 父や母の仕事しらべ

(2)近くの街を見学し，いろいろ

な仕事を探す。

○

○

スーパーマーケット見学

商店街の見学

3．高等部の作業学習のようすを参

観する。

(1)高等部の先生の話を聞く。

(2)高等部の作業学習のようすを

参観する。

(3)感想を発表し合う。

「ー一一.ー一－一一‐一－－ー一一－－－－－１

１ １

校内・校外において，実際に

|勤労体験学習をする。
L一一一一一一一一－－－－－－－－－」

4．附養祭りに参加する。

5．反省をする。

○

○

○

○

○

○

○

昨年見学したところや勤労体験

学習の時のスライド，写真等を利

用し，興味・関心を高める。

3年生が体験する学習地を見学

させ意欲化を図るとともに，下級

生の興味。関心を高めるのに役立

てる 。

仕事の種類や仕事をしている人

のようすを中心に見学させ，仕事

に対する関心を高めさせる。

うまく調整を図り，先輩と一緒

に作業する場面を設定できるよう

に努める。

3年は校外，１～２年は校内で

学習させる。（作業学習に算定）

祭りに要する諸作業は，校内に

おける勤労学習の中に位置づけ，

計画的に実施する。

模擬店で，自分たちの製品を売

ることを通して，生産の喜びを味

わわせる。

● スライド

･写真

･絵カード

｡作業衣

● 材料

｡諸材料

･諸用具

職Ｗ－２７

社ＩＶ－２１

ｉＶ－２３

生。社

１－２

生。社

０－３

，－１

職Ｗ－３６

職ＩＶ－２９

生。手

１－７

生・金

１－４

●

●

●

●

●

。

●

●



中学部１２月

－１６１－

単
元
名

年のくれ

(21）

目
標

０ 年末の家庭や街のようすを見たり，クリスマスやもちつきなどの

行事を経験したりすることにより，年の暮れの生活への関心を高め

る。

主な学習活動。内容 留意点 準備 関連内容

１．１年間を振り返り，いろいろな

できごとについて話し合う。

０ 学校，家庭のできごと

2．年の暮れのようすや行事につい

て話し合う。

○

０

０

○

歳末大売出し

クリスマス

もちつき

すすはらい

3．暮れの街の見学をする。

(1)商店街の様子をみる。

０ かざりつけ，流れる音楽

(2)クリスマスプレゼントを買う‘

4．クリスマス会をする。

（１）クリスマス会の計画を立てる‘

○

○

場所や日程

プログラム内容や係分担

(2)クリスマス会の準備をする。

○ レクリエーションの練習

ｏツリー ， かざり ，

案内状，会場つくり

ケーキ，

(3)クリスマス会をする。

5．もちつきをする。

(1)もちつきをし，鏡もちを作る

(2)会食をする。

(3)鏡もちをかざる。

６．大そうじをする。
○

○

教室

廊下

，

，

窓の掃除

更衣室の掃除

○

○

○

○

０

学校のできごとについては，行

事のＶＴＲや写真を用い，想起さ

せる ０

テレビ放送のＶＴＲやチラシ広

告などを利用して，年末の様子や

行事に気づかせる。

○

○

○

商店街の人々の様子やかざりつ

けなどから年の暮れの雰囲気を感

じとらせる。

計画はできるだけ生徒の意見や

考えが取り入れられるようにする。

できるだけ自分たちで製作でき

る企画に助言し，共同作業を通し

て完成させていくようにする。

案内状は校内だけでなく教育実

習生や父母など多くの方々に参加

してもらえるように工夫させる。

鏡もちの由来について知らせ，

年始行事の鏡びらきとの関連を図

る◎

年の暮れの大掃除と関連づけて

実施し，家庭でも手伝いができる

ことに気づかせる。

。 アルバム

・ＶＴＲ

・ＶＴＲ

●

①

●

チラシ

お金

レコード

°テープ

●

●

写真

ツリー

・色画用紙

・ケーキセ

ツ 卜

｡もち米

･蒸し器

｡もちつき

●

器

うらじろ

･掃除用具

･掃除機

･生・社

１－９

･生・社

１－８

．国Ⅲ－３

.生・金

Ⅲ－３

・美Ⅲ－８

・国M－１Ｅ

・家ＩＶ－２：

』２



中学部１月

－１６２－

単
元
名

新しい年

(21）

目

標

○ 鏡びらき・書き初め会やお年玉や年賀状調べ等を通して，新春の

'恒例行事への関心を高め，今年の抱負に対する実現への心がまえを

持たせるとともに，実際場面における金銭や手紙などの処理ができ，

生活に役立てようとする態度を養う。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．新しい年について話し合う。

(1)年名についてしらべる。

○

○

○

昭和××年

西暦 ××××

干支（えと）

年

(2)新年の希望や抱負を話し合う。

○

○

今年のめあて

学級のめあて

2．新春の行事をする。

3．

(1)鏡びらきをする。

○

○

由来やもち割り

ぜんざい会

(2)書き初め会をする。

字

○ 席書会と展示

お年玉や年賀状について話し合

つ。

(1)お年玉調べをする。

○

０

金額

使い方

(2)年賀状を調べる。

○

○

○

枚数しらべ

お年玉くじしらべ

お年玉くじの当選はがきの

処理

(3)郵便局へ行く

○

○

景品の交換

お年玉の貯金

4．反省をする。

○

○

０

○

０

０

○

暦や諸資料の絵や数字をもとに

調べさせ，数字を読むことへの関

心を高める。

３学期の主な行事や上学年への

進級を知らせ，､新年の見通しやそ

れぞれの自覚をもたせる。

暮れのもちつきで作った鏡もち

であることを知らせ，身近な行事

への関心を高めさせる。

冬休みの作品も合わせて展示し，

新春にふさわしい設営に努め，学

級設営に対する関心を高めさせる。

家庭との連絡をとり，もらった

合計額に関する情報を記録してお

く。

当選した年賀はがきは，家庭と

連絡をとりあい，なるべく多く持

参させる。

景品の交換や預金のための窓口

との応対を実際に体験させ，金融

機関の利用に対する興味・関心を

高めさせる。

･カレンダ

･鏡もち

･ぜんざい

の材料

･筆や用紙

･墨汁

･模擬貨幣

･お年玉く

じ当選表

･はがき

･お年玉

● 通帳

国Ｗ－６

家Ｗ－１０

Ｗ－１３

Ｗ－１７

国Ｖ－２４

数Ｖ－１

数１－５

数Ｗ－１

生・公

Ⅲ－６

家ＩＶ－４３

●
●
●
●
●
●
●
●



中学部２月

－１６３－

単
元
名

学習発表会

(28）

目
標

○ 学習発表会にすすんで参加し表現力をのばすとともに，自分の役

割。分担を知り，責任を果たせるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．学習発表会について話し合う。

(1)昨年の学習発表会の思い出を

話し合う。

○ 写真，ＶＴＲ等

(2)今年の学習発表会について話

を聞く。

０

○

期日，日程

発表内容

２係や役を決める。

○

○

出演種目の係や役

運営面での係

3．発表会の練習や準備をする。

(1)演技の練習をする。

○ 劇， リズム等

(2)準備をする。

０

○

大道具，小道具

衣装等

ｒ~･ー.･･一一一一一一一一一一一一一一一一一１

１学習発表会に参加する。｜
Ｌ一一一一一一一一一一一一一一-－－．－－Ｊ

4．反省をする。

○

○

○

○

○

○

○

写真やＶＴＲ等を見せることに

よって ， 学習発表会への参加意欲

を喚起する。

昨年の経験を自由に発表させ，

一人ひとりの取り組みが大事であ

ることを認識させる。

生徒自身の希望も取り入れるが

生徒の能力や適性も考えて役を決

めるよう配慮する。

国語や音楽などの教科学習との

関連を考えながら有機的に取り扱

っていく。

自分たちで準備できるものは，

できるだけ自分たちで行い，大道

具や小道具，衣装などで雰囲気を

盛り上げる。

1年間の学習のまとめとして一

人ひとりの力が十分発揮できるよ

うにする。

ＶＴＲをもとに，うまくできた

ところなどを発表させる。

● 写真

・ＶＴＲ

･カレンダ

一

・ＶＴＲ

国Ⅲ－１

２

国Ｗ－１

国Ⅲ－７

音Ⅲ－６

１１

Ｗ－１１

１２，１５

社ＩＶ－６

図Ｉ・美

１－８

国Ⅲ－１

２

国ＩＶ－１

●
●
●
●
●
●
●
●



中学部１，２年３月

－１６４－

単
元
名

ｉも
アＰ

つ すぐ進級

(21）

目
標

○ 思い出テープ作りやアルバム作りを通して１年間の反省とまとめ

をし，新しい学年への喜びと希望を持たせるとともに卒業する友を

心から祝福しようという気持ちを育てる。

主な学習活動。内容 留意点 準備 関連内容

１．１年間の思い出について話し合
デ

つ。

○

○

主な行事

楽しかったこと，おもしろ

かつたこと

2．思い出テープ作りをする。

(1)思い出テープの内容について

知る。

○ 各人の思い出

(2)思い出テープを作る。

○

○

○

吹きこみ内容の選定

練習

吹きこみ

3．お別れ会をする。

(1)準備をする。

○

○

○

会の内容

役割分担

会場設営

(2)お別れ会をする。

4．アルバム作りをする。

○

○

写真の整理

写真はり

5．卒業式の練習をする。

○ 全体練習，学部練習

「ー一一一一一一一一一一・.‐ー可

|卒業式l乙参ｶﾛする。Ｉ
Ｌ－－一一一一一一一一一一Ｊ

6．新学年度の準備をする。

(1)教室内外の整理をする。

○ そうじ，作品等の整理

(2)進級の抱負を発表する。

○

○

○

○

○

○

０

○

スライドや写真等を通して，お

おまかに１年間の行事を思い出さ

せる。同時に，３年生との別れの

近いことも知らせる。

卒業生へのはなむけへの意味も

込められていることを知らせる。

○

国語との関連をはかる。

題材の選定は生徒の自由な発想

に任せるが，連絡帳やこれまでの

学習等，ヒントとなる資料を広く

求めたい。

計画から準備，会の運営まで全

て１ ツ ２年生の手でやることを十

分意識づける。

生徒の適性を生かして役割が分

担できるよう配慮する。

それぞれの写真について，その

時の思い出を話しながら楽しんで

作業ができるようにする。

礼のしかた，いすのすわり方な

どを中心に練習させ，卒業生への

祝福の気持ちももたせる。

作品等の整理をさせながら，１

年間のがんばりを確かめさせる。

、

⑨

スライド

テープ

｡録音機器

･連絡帳

｡写真

●

、

アルバム

作品

焔
加
配

２
４
９
６

－

－

－

－

－

国 Ⅲ

国Ⅲ

社１Ｖ

職１Ｖ

家Ｗ

、
●
●
●
●



中学部３年３月

－１６５－

単
元
名

も
句Ｐ

つ すぐ卒業

(14）

目
標

○ 思い出テープ作りやアルバム作りを通して３年間の反省とまとめ

をし，卒業の意義を認識するとともに，両親や友達などへ感謝の気

持ちを持つことができるようにする。

主な学習活動。内容 留意点 準備 関連内容

1．中学部３年間の思い出について

話し合う。

０

○

主な行事

楽しかったこと，おもしろ

かつたこと

2．思い出テープ作りをする。

(1)思い出テープの内容について

知る

○

◎

各人の思い出

(2)思い出テープを作る。

○

○

○

吹きこみ内容の選定

練習

吹きこみ

3．アルバム作りをする。

０

○

○

写真の整理

写真はり

寄せ書き

4．お別れ会に参加する。

5． 卒業式の準備をする。

（１）式への参加の仕方を知り，練

習をする。

○

○

○

礼や返事の仕方

いすのすわり方

証書のもらい方

(2)身の回りの整理をする。

「ーー－－－－－－－一一一一一・・

|卒業式に参加する。
皇

－１

－－－－一一一一一一一一一一」

。

○

○

○

０

Ｃ

主な行事について大まかに思い

出させ，卒業の日の近づきつつあ

ることやその意義について知らせ

○

る

○

○

０

題材の選定は，できるだけ生徒

に任せる。

国語との関連をはかる。

１， ２年生と協力してテープを

作らせる。

○

写真の順番やレイアウトなど，

できるだけ生徒の手で行わせる。

それぞれの写真についての思い

出も話させ，楽しんで作業ができ

るようにする。

下級生に十分感謝の気持ちを表

すように配慮する。

礼や返事の仕方など基本的なこ

とは繰り返して練習させる。

別れであると同時に新しい出発

であることも知らせ，卒業後の進

路に希望を持たせる。

身の回りの整理を計画的に行わ

せ卒業式への心構えを十分にさせ

る０



高等部 高等部１学年４月

－１６６－

単
元
名

楽しい学校

(16）

目
標

○

○

高等部へ入学した喜びを味わわせるとともに，高等部の生徒とし

ての自覚をもって積極的に行動できるようにする。

学校のまわりの様子がわかり，すすんで環境を整えることができ

るようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．高等部の生活のし方を調べる。

(1)学部生活のあらましを調べる。

○

○

○

○

○

○

タイムカード

あいさつの仕方

日課表や時間割

朝の会や帰りの会

朝の自主活動

高等部生になった決意

(2)学級や学習班の構成を知る。

○

○

友だちや先生の名まえ

学習班の編成

(3)身辺の整理をする。

０

０

○

座席 ロッカー ， くつ箱

更衣室の利用のし方

諸用具の整理・整とん

2．歓迎会に参加する。

(1)歓迎会について調べる。

○

○

●

●

計画

日時，場所，方法

学級での準備

係 ， レクリエーション

お礼の言葉

(2)練習をする。

○

●

自己紹介のし方

，

氏名，生年月日，住所と

通学路，家族構成，趣味や

特技

○

○

○

○

○

○

○

新しい生活のあらましを具体例

を通してわからせ，高等部生活へ

のめやすをもたせる。

朝の会や帰りの会などの話し合

い活動では，「思ったことや考え

たことを進んで話す」「友だちの

発言を笑わない」約束を決め，協

力し合う雰囲気をつくる。

教科学習や作業学習における班

編成について知らせる。

衣服の着脱や持ち物などの個人

別実態を把握し，日常の生活指導

と関連させて衣服をきちんとたた

んで収納するように習慣づける。

上級生と連絡をとり合って歓迎

会の計画について調べさせ，必要

な準備や参加のし方を工夫してす

すんで歓迎会に参加する意欲をひ

き出す。

全員で協力する出し物や個人の

特技披露などで楽しく，親しみを

もって上級生に接する方法を工夫

させる。

家族状況記録簿等を用意して，

生年月日，年齢，家族状況が正確

に言えるように確認する。

●

●

スライド

ＶＴＲ

･タイムカ

●

ド

日課表

･作文用紙

･学級名簿

･班編成表

･個人持ち

物

･歓迎会計

画書

･招待状

･テープレ

コーダー

･個人記録

●

簿

カセット

●

●

●

数 Ｖ ５
６

IＶ－７

８

国Ｖ－４

５
８

社Ｖ

， ７

１

５

･生７－３－２

●

●

●

●

●

●

●

●

国Ⅲ－１７

生・基

Ⅲ－３５

生・手

Ⅲ－２

数m－１０

数ｍ－７

社Ｖ－６

Ｗ－５

生・交

Ⅲ １，２

１－１

国ＩＶ－７

Ⅲ－１７



主な学習活動・内容

○ 出し物の練習

● 歌，かくし芸など

(3)歓迎会に参加する。

3．学級の組織をつくる。

(1)学級の係や当番を決める。

○ 必要な係や当番

○ 当番活動のすすめ方

○ 係の選出方法

０ 仕事の分担

(2)目標について話し合う。

○

○

○

学級の目標と決まり

自分の目標

希望や抱負

4．学部生徒会に参加する。

(1)学部生徒会について調べる。

０ 学部生徒会の意義

○ 役員や委員と仕事内容

(2)役員の選び方を調べる。

○ 立会演説会

○ 選挙の仕方と投票

5．環境を整える。

(1)学校とまわりの様子を調べる

○ 学校の位置と周辺の様子

○ 通学路，友達の家

(2)学級園の手入れをする。

○

０

○

○

植物の育ち方

学級園の整備

木市見学，買い物

草花の植え付け

０

留 意点

出し物は，特定の生徒に偏るこ

とがないように全員で体全体を思

いきり使うなど，活動そのものに

強い興味をひくものを用意する。

○

○

０

○

○

○

一人一役を通して，一人ひとり

の活動の場を設定したり，気の合

う友だちと組んで活動したりして

相互に励まし認め合う雰囲気に配

慮する。

目標は，実行可能で生徒の具体

的行動となるように表現する。

高校生になった自覚や抱負を能

力に応じて作文につづらせる。

学部生徒会の組織は，できるだ

け学級会や児童生徒会との関連を

図る◎

委員会活動は，日常活動として

発展させる。

身近な選挙についての新聞切り

ぬきや公報等で選挙への興味をひ

き出し，積極的に取り組ませる。

○ 市内白地図や学校周辺の絵地図

○

など能力に応じて工夫し，野外観

察を通して事物の位置関係をとら

えさせる。

スライドやＴＰなどによって植

物の育ち方をわからせ，季節の特

徴をとらえさせる。

－１６７－

準備

･上級生の

係分担表

･広用紙

･セロテー

プ

● 目標カー

ド

･作文用紙

･前年の組

織表

･新聞切り

ぬき

･ポスター

用紙

･タスキ

･市内地図

絵地図

･生徒一覧

表

● スライド

● ＴＰ

･草花図鑑

関連内容

･生・役

Ⅲ－１，３

４

．生・決

Ⅲ－３

．社Ｖ－５

６

Ｗ－６

１１

．社Ｖ－５

１１，１２

・国Ｖ－７

・社Ｖ－１２

３Ｅ

・国Ｖ－６

・生・社

１－４

・社ｌＶ－２’

２９，３０，３１

Ｖ－３１

・理Ｖ－２

・生・自

、－２

７



高等部２～３年４月

－１６８－

単
元
名

新しい学年

(16）

目
標

○ 暖かい心をもって新入生を迎え，上級生としての自覚をもつとと

もに，学部の中心となっていろいろなことを自主的に推進しようと

する態度を養う。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．進級した抱負について話し合う。

(1)前年度の思い出を発表する。

○

◎

心に残る行事

がんばったこと

(2)新学年への見通しをたてる。

○

○

○

今年の主な行事

進級にあたっての決意

上級生としての役割

2．歓迎会をする。

(1)歓迎会について話し合う。

○

○

○

④

●

新入生や新しい先生の名前

歓迎会の計画と内容

仕事の分担

買い物・調理

会場設営・司会など

(2)歓迎会の準備をする。

○

○

○

○

○

○

●

出し物の練習

高等部を紹介する内容

新入生を迎える言葉

プログラム

招待状書きと配布

会場設営

名札・装飾・座席

(3)歓迎会を開く

○

○

●

当日の準備

会の進行

あいさつ・歓迎の言

○

○

○

○

○

０

○

○

前年度に取り組んだ自主活動な

どで継続できた活動を認め合って

年間活動への動機づけを図る。

上級生になったことを喜び合い

進級の決意を作文にまとめさせて

年度末反省に活用する。

上級生としてのあり方を班ごと

にまとめて発表させる。

下級生を歓迎する装飾やポスタ

一づくりなどを通して，上級生と

下級生の温かい心の交流がもてる

ようにする。

生徒の経験に応じて，自分たち

で計画を立ててやってみようとす

る姿を励ましてやる。

各グループのできばえを励まし

自信をもって積極的に計画を推進

するよう勇気づける。

全員で分担して招待状や名札を

書かせ，新入生への親しみをもた

せる ◎

一人ひとりの能力や個性を十分

生かした役割の分担により，生徒

の持ち味を生かして活動の喜びを

味わわせる。

･スライド

● ＶＴＲ

･写真

･年間行事

予定表

･作文用紙

･カード

･新人生名

簿

．紙テープ

･色紙

･油性ペン

･セロテー

プ

･絵の具

･名札立て

･広用紙

● レコード

･カセット

４
７
２
７
６
６
８
８
８
６
１
５

－
－
４
’
一
一
一
一
一

Ｖ

Ⅳ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
役
一
Ⅳ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
役
Ⅲ
Ｖ

ｏ
Ⅲ

国
数
国
生
社
幸
臼
美
社
生
国

●
●
●
●
●
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主な学習活動・内容

葉・レクリエーション

０ 後始末

学級の組織をつくる。

(1)学級の係や当番を決める。

０

○

○

○

必要な係と仕事内容

係の選出方法 〃

当番活動のすすめ方

仕事と分担，分担表

(2)目標について話し合う。

○ 自主的な生活態度

○ 学級の目標と決まり

○ 自分の目標

4．学部生徒会を改選する。

（１）学部生徒会について話し合う

○ 学部生徒会の意義

○ 役員や委員と仕事内容

(2)役員を選ぶ。

○ 立会演説会

○ 役員選挙

5．環境を整える。

(1)学級の整備をする。

０ 美化の工夫

○ 掲示や展示の仕方

○ 諸道具の活用と整とん

(2)学級園の手入れをする。

○ 学級園の配当と整備

○ 植物の様子

○ 木市見学，買い物

○ 草花の植え付け

）

〕

留 意点

前年度の係活動の経験を生かし

て話し合わせ，生徒の希望にそっ

て必要な係を決めさせる。

役割の分担と交代の仕方につい

てもふれる。

日常の生活指導との関連を図り

分担の仕事に責任をもたせる。

一人ひとりの良い点を認め合い

自信をつけるとともに，生徒自身

でできることに目を向けさせ，目

標をたてさせる。

｡ できるだけ全員が何かの役割を

担うように配慮して，生徒の自治

的活動意欲を高める。

○ リーダーとして活動するために

↓ま，友達に協力と理解を求めるこ

とが大事であることをわからせる

○ 日常の環境整備の状態について

具体的な問題点や原因などを調べ

させ，環境整備に関心をもたせる

○ すすんでできたことには，結果

のいかんを問わず勇気づけ，励ま

し合う雰囲気をつくる。

○ 花園の管理は日常の係活動とし

て定着させる。

－１６９－

準備

前年度の

係分担表

'広用紙

，前年度設

営物

･学部指導

の重点

･前年度組

織表

｡ポスター

用紙

･タスキ

｡投票用細

･油性ペン

･色テーラ

･画用紙

･植物図畠

･草花標Ｚ

関連内容

,国Ｖ－６

，職Ｖ－１

２４

．生・役

、－４

･社Ｖ－１１

･生。決

Ⅲ－３

．国Ｖ－６

・社Ｖ－１１

・生・手

Ⅲ－２

５，（

・家Ｖ－２

２４，２

．理ＩＶ－２

・生・自

Ⅲ一

・生・金

Ⅲ－



高等部２～３年４～５月

－１７０－

単
元
名

修学旅行（隔年）

(20）

目
標

○

○

いろいろな地方の産業や文化などに関心をもたせ，見通しをもつ

て,､楽しく修学旅行に参加しようとする態度を養う。

身辺の諸問題をすすんで処理する態度や好ましい集団行動の仕方

を身につけさせ，社会生活に適応する力を養う。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．修学旅行について話し合う。

(1)これまでの遠足や修学旅行に

ついて話し合う。

(2)修学旅行の計画を調べる。

●

●

●

目 的・目的地

期間・日程

見学コースなど

2．学習の計画を立てる。

(1)必要な準備や練習について話

し合う。

(2)修学旅行までの日程を立てる。

●

●

資料作り

諸準備

3．修学旅行の準備をする。

(1)しおりを作る。

○ 印刷と製本

(2)目的地の様子を調べる。

●

●

自然・文化

産業など

(3)目的地までの交通機関を調べ

る◎

●

●

位 置・距離

乗り物・経路など

(4)班編成と役割を決める。

○

○

○

宿舎での部屋割

見学コースの班分け

仕事内容と役割

○

○

○

○

０

○

○

○

○

ＶＴＲやスライドなどを通して

学習したことを思い出させ，旅行

への関心をもたせる。

地図やパンフレット， 日程表な

どを準備し，計画を大まかに理解

させる。

具体物や写真などを提示して，

準備や練習の必要なことに気づか

せる

て

。

暦やこれまでのしおりを利用し

， 当日までの日程を立てさせる。

しおりは適宜記入する欄や切り

貼りする欄を工夫する。

て

絵はがきや特産物などを準備し

， 目的地の様子を調べさせる。

能力に応じて旅行ガイドブック

や白地図を用意する。

生活場面と見学場面における班

を編成し，互いの関連を図る。

役割分担に当たっては，一人一

役を目指す。

・ＶＴＲ

･スライド

･写真集

･地図

･パンフレ

●

ツ 卜

日程表

･写真

･旅行用品

●

●

暦

しおり

･広用紙

。しおり

･歌曲集

･はさみ

● のり

･絵はがき

･旅行ガイ

ドブック

･白地図

● マジック

･地図帳

･しおり

･筆記用具

５
４
旧
８
７
５
６
６
６
５
３
５
別
６
躯
喝
５
８
型
Ⅳ

４
６
０

２
１
３

－

－

－
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一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

ー

一

一

－ －

－

－

－
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－１７１－

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

(5)準備するものについて調べる。

○

○

共同で準備するもの

個人で準備するもの

(6)準備や練習をする。

○

○

０

０

○

○

●

持ち物の点検

集団行動

レクリ エーション

車中・宿舎

買い物の練習

非常時の避難の仕方

注意事項の確認

ｒ一一一一一ー一一一・一－－．１

|修学旅行に行く。｜
ｰ一一一一一一一一一一一ユ

4．修学旅行の反省をする。

(1)思い出を発表する。

● 絵．作文

(2)金銭の収支決算をする。

(3)反省点を話し合う。
●

●

係や班の反省会

全体の反省会

(4)写真を整理する。

○

○

○

○

０

○

○

○

○

共用するものは係活動を中心に

して調べさせる。

しおりのチェックカードを基に

して，班や個人ごとに準備するも

のを調べさせる。

チェックカードを基に持ち物の

数量や記名の有無を点検させる。

スクールバスを使ったり，模擬

の場所を設定したりして，車内や

宿舎での過ごし方などを練習させ

○

○

る。

事前に家庭と連絡をとり，みや

げ品や数などを調べ，計画的な買

物ができるようにさせる。

て

校内の標識や標識カードを使っ

， 避難経路の見方など具体的な

練習を行う。

班や係の活動を計画的に取り入

れて ， 事前の学習が生かされるよ

うにする。

見学地のスタンプや入場券など

を整理させて思い出をまとめさせ，

他教科との関連を図りながら，絵

や作文にして発表させる。

しおりの中にお金の出し入れを

記入する欄を設けておく。

旅行で体験したことが生活に生

かされるように，反省させる。

写真コーナーなどを設け，校内

の人々にも旅行の様子を知らせる｡

･チェック

カード

･持ち物

･チェック

カード

･スクール

バス

･歌曲集

･金銭出納

●

帳

しおり

･標識カー

ド

･入場券

･広用紙

･絵の具

･作文用紙

･しおり

･電卓

･記録帳

。写真展示

板・写真

国Ⅲ－１３

職Ｖ－３

国Ｗ－５

生・基

Ⅲ－３７

家Ｖ－２３

社Ｖ－９

生・安

、－１１

音１－１４

家Ｗ－４２

Ｖ－４２

生・安

、－１７

職Ｖ－１４

国Ｖ－８

美Ｖ－１

国lV-1E

国Ｖ－２２

家Ｗ－４［

数Ｖ－２

国Ｖ－４

国Ｖ－６

美Ｖ－１１

●
●
●
●
●
●
●
●
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高等部 5～６月

単
元
名

はたらく生活

(28）

目
標

○

○

宿泊学習や，職場実習を通して，自主的態度や協力する態度を養

うとともに，自分の将来へ目を向けさせる。

働くことの意義をわからせ，仕事を最後までやり通す態度を身に

つけさせる。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．いろいろな仕事を調べる。

(1)家庭の仕事を発表する。

○ 両親の仕事ｏ兄や姉の

仕事ｏ身近かな人々の仕

事

(2)身のまわりの仕事を調べる。

○

０

身近かな仕事

似た仕事の分類

(3)働く意義を考える。

０ 収入ｏ家庭や社会での

役割ｏ社会への貢献

(4)自分がしてみたい仕事を発表

する

○

○

○

家庭での手伝い

将来の職業

2．校内実習の計画について調べる。

(1)今までの経験を発表する。

ｏいつｏどんなこと

(2)実習の目的や意義を調べる。

(3)今年の実習計画を調べる。

○

○

●

年間実習計画

回数・時期ほ力

６月の校内実習計画

(4)仕事分担をする。

○ 班編成ｏ仕事分担

。

(5)実習の心得について話し合う，

○ 態度（協力する態度）

(積極的な態度）

(最後まで働く態度）

○

○

○

０

○

○

○

○

○

○

家庭内の仕事を観察させ，それ

ぞれが役割を持っていることに気

づかせ ｿ さらに社会における分業

に目を向けさせる。

分類の過程で家庭生活と関係す

る社会のしくみについて知らせる

(家庭一魚屋一漁業）

両親が働くことと，自分の生活

との関係について考えさせる。

一人ひとりに，手伝いカードを

書かせ，各家庭で貼らせて手伝い

の習慣化を図る。

昨年度のスライドや８ミリなど

で実習への興味を引き出す

意義や目的を常に目にふれると

ころに掲示して意識化を図る。

今年度の実習については，時期

や回数などを知らせ年間の見通し

を持たせる。

実習内容や宿泊については記入

欄を工夫してプリントしておく。

実習内容を考慮して班編成する。

全員が気をつけることについて

実習内容をもとに，生徒たちなり

に考えさせる。

● ＴＰ

･社会科掛

図

･カード

● スライド

･カード

･スライド

● ８ミリ

･年間行事

計画

｡実習計画

書

｡短冊黒板

･家ＩＶ－３４

３５

.生・社

１－２

．国ｌＶ－４

･生・社

、－１

･社ＩＶ－２４

２５

Ｖ－２３

２５

．国、－３

･家ｌＶ－３４

Ｖ－３５

･国Ｗ－４

Ｖ－４

･数ｍ－６

７

．国１－１４

.職ＩＶ－１

Ｖ－１

・国Ⅲ－４

Ｗ－１§



－１７３－

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

○

○

休憩時間の過し方

言葉使い

(6)実習の準備をする。

○ 日誌の書き方ｏ作業服

の着脱ｏあいさつや返事

の仕方など

3．校内宿泊について話し合う。

(1)校内宿泊の計画を調べる。

○ 目的ｏ日程ｏ内容

(2)必要な仕事を調べる。

○

○

○

食事の献立

班編成とリーダー選出

レクリエーションの計画と

練習

4．校内宿泊の準備をする。

(1)係と役割分担をする。

０

０

０

食料品の買出し

食器の準備ｏ部屋割

必要な係など

(2)必要なものをそろえる。

5．

る

○

○

「

家庭で準備するもの

学校で準備するもの

|校内実習をする。

校内宿泊をする。

~可

Ｌ－－－－－－－－－－－－－．Ｌ

校内実習，校内宿泊の反省をす

。

(1)使った道具の後始末をする。

(2)反省会をする。

○

○

○

楽しかったこと

がんばったこと

注意されたこと

〕

〕

･

○

○

○

○

る

日常生活と関連づけて考えさせ

０

具体場面を設定したり，他教科

領域との関連を図ったりしてすす

０

める ◎

宿泊に必要な食事の準備や後始

末などできるだけ自分たちですす

めさせる。

日程表や献立など，できるだけ

生徒の手で作成させる。

○

○

生徒の意見や希望をいかしなが

らすすめる。

班ごとに分担したり，実態に即

して一人一役を割り当てたりして

活動させる。

○

必要な品物の数や記名の有無な

どをチェックリストで調べさせる。

作業態度や時間など実際の職場

に近い状態で実習させる。

班ごと，または全体で校内実習

の意義などについて討議する機会

を設ける。

道具の準備をした生徒を中心に

して全員で始末させる。

口頭で発表させたり，絵や作文

で発表させたりして職場実習への

興味関心を育てる。

･実習日誌

｡作業服

●

●

スライド

８ミリ

･広用紙

｡分担表

● チェック

ﾘスト

･原稿用紅

･画用紙

社Ｗ－１

国Ｗ－５

９，１６

Ｖ－２０

社ＩＶ－１

３，５

職Ｗ－２４

家ＩＶ－５

Ｖ－１６

国ＩＶ－３

音ＩＶ－７

８

家ＩＶ－１３

Ｖ－５

１７

家ＩＶ－２２

数Ⅲ－１０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

家ｌＶ－２

Ｖ－２

２

国Ｗ一‘

Ｖ一‘

●
●



－１７４－

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

6．職場実習について話し合う。

(1)体験発表会をする。

(2)計画を調べる。

○ 目的ｏ期間ｏ実習

職場ｏ実習内容など

(3)実習職場の所在地を調べる。

○

○

自宅から職場までの道順

利用する交通機関

7．実習の準備や練習をする。

(1)必要な練習をする。

○

○

日誌の書き方ｏ作業服

の着脱ｏあいさつや返事

電話のかけ方など

(2)通勤練習をする。

○ 利用する交通機関ｏ道

順ｏ危険場所の確認など

(3)実習壮行会の練習をする。

○

○

実習先ｏ実習目標

仕事内容など

「一

|実習壮行会に参加する。

可

|職場実習をする。Ｉ
Ｉ Ｉ

Ｌ_--－一一一一－－－－－－－－－－－」

8．職場実習の反省をする。

(1)実習報告会をする。

○ がんばったこと○ほめ

られたことｏ注意された

ことなど

(2)印象に残ったことをまとめる。

○ 絵ｏ作文

(3)職場へのお礼を書く。

○ 手紙の書き方

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

よくできたこと，がんばったこ

となどを中心に発表させ，１年生

の実習に対する興味関心を高めさ

せる ０

絵地図や市内地図を使って自宅

や学校からの道順を調べさせる。

路線名や乗り換え場所などは，

家庭と連絡を取っておく。

参

1つ

校内実習での事を参考にしなが

， 他教科・領域との関連を図っ

てすすめる。

模擬の電話や公衆電話を利用し

て自宅や学校，会社へかけさせる。

出勤時間に合わせて，保護者同

伴や生徒だけでの練習をさせる。

紹介事項を大きく書かせたり，

一人ひとりに決意を述べさせたり

して実習への意欲を高める。

家庭や職場との連絡を密にして

個別指導をすすめる。

実習日誌をもとにして発表する

内容をまとめさせる。

全員に共通することを拾いあげ

今後の課題を設定させる。

他教科・領域と関連を図ってす

すめる。

職場での様子を書いた作文や絵

も一緒に送らせる。

・ＶＴＲ

● ８ミリ

･市内地図

･絵地図

･実習日誌

･作業服

･模擬電話

･時刻表

･身分証明

書

･四ツ切画

用紙

･マジック

･実習日誌

･実習職場

一覧表

･原稿用紙

･画用紙

･封筒

４
５
４
７
”
別
別
Ⅱ
脇
３
１
９
７
町
躯
８

４

賜
肥
１
肥

一

一

一

一

一

一

－

一

一

一

－

－

－

－

一

一

一

－

一

Ⅳ
１
Ｉ
Ⅳ
Ｖ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ
Ⅳ
１
Ｗ
Ⅳ

国
数
社
国
国
社
国
数
職
国
国
国
圭
大
国

●
●
●
●
●
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●
●
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高等部７月

－１７５－

単
元
名

臨海学校

(20）

目
標

０

○

自然と親しむ共同生活を通して，互いに心を触れ合わせ，豊かな

人間関係を育てる。

互いに仕事を分担したり，協力したりして物事を成し遂げる喜び

を味わわせ，自主的な活動ができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

１．臨海学校について話し合う。

(1)臨海学校の計画を調べる。

○

０

日時ｏ場所ｏ目的

日程等

(2)学習の計画を立てる。

０

０

必要な練習や準備

臨海学校までの日程

(3)しおりを作る。

０ 印刷ｏ製本

2．臨海学校周辺地の特色を調べる。

(1)目的地までの交通機関を調べ

る

○

０

◎

位 置ｏ経路

乗り物ｏ距離等

(2)目的地の様子を調べる。

０

○

自然ｏ産業

特産物ほ力〕

3．臨海学校の生活について話し合
ア

つ 。

(1)班編成をする。

０

０

テント班

活動班

(2)約束や心得を決める。
０

０

車中の態度。集団行動

キャンプ地の生活ほか

(3)必要な仕事を調べる。
０ 仕事内容や係

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

前年度のＶＴＲやスライド等で

様子を思い出させて意欲を高めた

り，学習の大まかな計画を立てや

すぐしたりする。

暦や前年のしおり等を参考にし

て当日までの日程を計画させる。

しおりは，生徒自身が記入した

り，切り貼りしたりなどできるよ

うに工夫しておく。

しおりをもとにして学習をすす

めさせる。

地図や白地図などを準備し，能

力に応じた活動をさせる。

実地踏査のＶＴＲや観光パンフ

レット ， 特産物等を準備してイメ

－ジを明確にさせる。

話し合った内容は，しおりに記

入させる。

生徒の希望を取り入れながら編

成するが，テント班と活動班とは

互いの関連を図るようにする。

これまでのいろいろな行事にお

ける約束や行動をもとにして決め

させる。

臨海学校での日程表に沿って調

くさせ，しおりに記入させる。

・ＶＴＲ

･スライド

● 暦

･広用紙

･原稿

･用紙

● クロステ

プ

･地図

･パンフレ

ツ 卜

･特産物

・ＶＴＲ

● しおり

国Ⅲ－３

数Ⅲ－５

６，７

社Ｗ－６

職ＩＶ－２９

数ｌＶ－１

社ＩＶ－２９

Ｖ－３

社Ｗ－２８

Ｖ－３４

社Ｗ－５

Ｖ－５

国Ｗ－１７

社Ｗ－９

Ｖ－９

国Ｉ－１５

Ｗ－５

社Ｖ－５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



主な学習活動・内容

０ 役割分担

4．準備や練習をする。

(1)健康状態を調べる。

○ 体温ｏ食欲ｏ便通

０ 睡眠時間など

(2)自分の持ち物を調べる。

○ 衣類ｏ洗面用具

○ 水泳道具ほか

(3)共同で使う用具類をそろえる。

○ テント。炊飯用具

○ 救急薬品ほか

(4)テント設営を練習する。

０ 部品確認ｏ設営ほか

(5)キヤンプファイヤーの練習を

する 。

○ 係分担ｏ迎え火

○ 送り火。レクリ
、

工一３／

ヨンほか

(6)食事の献立を調べる。

○ 献立表ｏ買い物

(7)荷造りをする。

○ 食料品ｏレクリ
、

エーン

ヨン用具ｏ食器類ほか

5． 臨海学校に行く。

○ 水泳ｏ炊飯ｏキヤ

ンプファイヤーほか

6． 臨海学校の後始末や反省をする

(1)使った用具類の後始末をする

(2)反省会をする。

○ 楽しかったこと

○ 仕事の反省

留意点

○ 活動班ごとに分担させ，各班で

↓ま全員に一人一役を割り当てる。

○ 家庭と連絡を取り合って行う。

○ 一人ひとりの健康カードを作り

継続して調べさせる。

○ 必要な品物や数，記名の有無な

どをチェックリストで調べさせる。

０ それぞれの用具は，活動班ごと

に分担してそろえさせる。

○ テント班ごとに，部品の確認を

してから設営させる。

○ 上級生はこれまでの経験を生か

して準備や練習のリーダーシップ

をとらせる。

○ 献立作成や買い物などは他教科

領域と関連を図ってすすめる。

○ 活動班ごとに分担し，箱詰めや

ロープかけなど協力してさせる。

○ 決りを守り，日程に従って楽し

く活動させる。

０ 次回に使いやすいように整理や

表示をしっかりして始末させる。

ｏ楽しかったこと，すすんででき

たこと，次の臨海学校で気をつけ

たいことなどを絵や作文でまとめ

させる。

－１７６－

準備

･健康カー

ド

･体温計

･チェック

ﾘスト

･キャンプ

道具

０ テント

● 部品リス

卜

･プログラ

ム

● カセット

･献立表

● 買い物予

定表

･ダンボー

ル箱

･ロープ

･原稿用紙

･画用紙

関連内容

･理ｌＶ－５

Ｖ－５

･数Ｉ－ｌｌ

ｌＶ－６

･数１－１１

･家ＩＶ－２２

･数ｉ－５

Ⅲ－１０

.職Ｖ－２４

･数１－５

Ⅲ－１０

.社ｌＶ－９

･音１－１４

１５

･家ｌＶ－１５

４１

・職Ｗ－２９

Ｖ－２４

・数１－５

・職ｌＶ－１（

１（

Ｖ－１１

・国ＩＶ－１１

・美Ｗ－１



高等部９～10月

－１７７－

苗
手
元
須
胃

運 動会

(36）

目
標

○

○

運動と健康の関係についてわからせ，体力作りに取り組もうとす

る意識を高める。

運動会の練習や準備，係活動などを通して，協力したり責任を果

たしたりして，積極的に参加しようとする態度を養う。

主な学習活動。内容 留意点 準備 関連内容

印① 運動と生活について話し合う。

(1)身近な運動について話し合う。

○

○

０

朝のランニング

ボール運動ｏなわとび

ジョギングなど

(2)運動の意義を調べる。

○

０

●

●

運動による身体の変化

脈拍・呼吸

体温など

運動と健康

(3)日常の健康法を話し合う。

０

○

なわとび◎ランニング

腹筋運動など

2．運動会について話し合う。

(1)昨年の様子を思い出す

０

○

場所ｏ参加種目

応援ｏ係など

(2)今年の計画を調べる。

０

０

０

０

期日ｏ場所ｏ日程

係。出場種目

練習計画など

3．運動会の練習や準備をする。

(1)組分けや係などを決める。

○

○

●

●

●

組分け

走力による分け方

応援団の編成

団長

副団長など

）

。

０

０

○

運動に使う具体物や，実際場面

のスライドやＶＴＲなどを準備し

て考えやすくする。

実際活動を通して，身体の変化

や運動後のさわやかさについて気

づかせる。

○

○

継続したスポーツ活動は，健康

な体作りに役立つことを知らせる。

家庭で毎日取り組める運動を考

えさせ，実施カードを準備して習

慣化を図る。

○

昨年の運動会のＶＴＲやプログ

ラムなどを参考にして思い出させ，

運動会への関心を高める。

運動会計画書を基に，カードや

暦に練習計画や内容など必要事項

を記入させ，当日までのおおまか

な見通しを持たせる。

友達・身長順・走力など，いろ

いろな分け方を考えさせる。

生徒の希望を基に，話し合いで

決めさせる。

｡ ポール

．とびなわ

･スライド

。ＶＴＲ

｡体温計

・血圧計

・聴診器

｡カード

°ＶＴＲ

｡プログラ

ム

｡運動会計

画書

・カード

● 暦

･組分けま

●

、

笛
一
扇

･ハチマキ

｡国Ｖ－２

４

.社Ｖ－４０

．数Ｗ－６

７

．国Ｖ－４

°保Ｖ－２

．理Ｖ－１

°数１－１１

・社Ｖ－５

・国Ｖ－２

４，１’

２５

・数ｍ－７

Ｖ－ｆ

ｏ国Ｖ－ｌ

・数１－’

’一

・社Ｖ－



－１７８－

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

○

○

●

●

●

●

学部種目

むかで競走

俵かつぎ競走

係の分担

用具係・審判係

放送係など

(2)用具の準備

○

○

●

●

●

学部種目やダンスの用具

むかで競走用のなわ

俵。ボンボンなど

装飾に必要な用具

万国旗・マスコット

(3)練習をする。

０

○

●

●

●

学部練習

ダンス。学部種目

全体練習

開会式・閉会式

全体種目。応援など

(4)案内状を作る。

○ 案内状ｏプログラム

Ｆー一一一一一一一一ー一ー－７

|運動会Iこ参加する。Ｉ
Ｌ－.一一一一一一一一一一一Ｊ

４用具の後始末をする。

(1)全体で使用した物を片づける。

○

○

テントｏいすｏ机

万国旗など

(2)学部で使用した物を片づける。

○ 俵○ボンボンなど

5．運動会の反省をする。

(1)競技や係の反省をする。

○

○

０

演技や鑑覧の態度

応援のし方

係活動の様子

(2)運動会の思い出を発表する。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

０

昨年のものを参考にし，「みん

なの協力を必要とする種目」とし

て ， 内容を考えさせる。

紅白・男女・学年に片寄らない

ように気をつけさせながら，生徒

の話し合いによって決めさせる。

必要な用具に合わせて班を編成

し，班内での役割分担も取り入れ

て作製させる。

他教科との関連を図りながらす

すめる。

練習は進捗状況を見て，計画的

に行う。

整列や行進，係の仕事など，実

際場面に即して行わせ，当日への

見通しを持たせる。

家族や卒業生，旧担任など身近

な人に案内状を出させる。

最高学部の生徒としてリーダー

シップを発揮させ，分担された仕

事や種目に積極的に取り組ませる。

砂や土をしっかりと落とさせる。

体力に応じて作業分担をさせ，

協力して片づけさせる。

次回使いやすいように，整理や

表示をしっかりして始末させる。

ＶＴＲやプログラムを使って場

面ごとに観点を決めて反省させる。

印象に残ったことを，他教科と

の関連を図りながら，絵や作文で

発表させる。

・ＶＴＲ

･分担表

●

●

なわ・俵

ビニール

テープ

･絵の具

･用紙など

･ボンボン

･俵など

● 扇・笛

･ハチマキ

･団旗など

･卒業生名

簿など

･雑布

･ブラシ

●

●

箱

マジック

・ＶＴＲ

･プログラ

ム

･原稿用紙

･画用紙

国Ｖ－６

社Ｖ－５

数Ｖ－１

社Ｖ－６

職ＩＶ－１

美Ⅲ－７

８

１Ｖ－１

体Ⅲ－３

４

１V－１６

２８

音Ⅳ－６

m－５

国ｌＶ－１６

Ｖ－２５

数m－５

７

社Ｖ－６

数１－１

社Ｖ－６

職Ｗ－１

９

生・手

Ⅲ－２

国Ｖ－７

１８

美ＩＶ－１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



高等部１０月

－１７９－

単
元
名

秋の自然

(１６）

目
標

○

○

秋の自然を観察し，季節の移り変わりと生活のつながりがわかる

ようにする。

野外観察を通して，秋は実りの時期であることをわからせるとと

凱乙，収穫の喜びを味わわせる。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．秋の自然について話し合う。

(1)秋の様子を観察する。

０

０

空の様子ｏ気温の変化

日当りなど

(2)生活の変化について調べる。

○ 衣・食・住

(3)身近な植物や昆虫を観察する。

○

０

●

●

学級園や農園などの植物

草むらの昆虫

草の上にいる虫

地面をはい回る虫など

2．秋の野山を観察する。

（１）野外学習の計画を調べる。

○

○

期日ｏ場所ｏ日程

道順ｏ持ち物など

(2)野外学習の準備をする。

○ 捕虫網ｏ図鑑など

(3)野外学習に出かける。

3．

○

○

●

野山の観察

田・畑の様子

米・さつまいもなど

(4)採集したものを整理する。

○ 昆虫の飼育ｏ植物栽培

(5)野外学習の感想を発表する。

農園の作物を収穫する。
０ いもほり

○

０

○

○

○

○

○

○

て

空の観察や気温調べなどを通し

， 自然の移り変わりに気づかせ，

秋は活動しやすい時期であること

○

○

○

をわからせる。

服装や食物，家具類などの変化

から，秋の特徴に気づかせる。

校庭や花園などに出て，草木が

結実している様子を観察させる。

学校周辺の草むらを探索させ，

秋は昆虫も活発に活動する時期で

あることをわからせる。

ＶＴＲや「しおり」などを準備

し，野外学習に対する見通しを持

たせる。

生徒の希望を基に班を編成し，

班ごとに係を決めて準備させる。

野山の植物や昆虫，田畑の植物

の様子を図鑑などを準備し，他の

季節と比較させる。

レクリエーションなども取り入

れ，楽しく活動させる。

飼育箱に実際のすみかに似せた

状態を作らせ，班ごとに飼わせる。

場面ごとに区切って，印象深か

ったことを発表させる。

実習園のいもほりをし賞味する

ことを通して，収穫の喜びを味わ

わせる。

･温度計

･気温グラ

●

フ

スライド

･扇風機

･洋服など

● ビニール

袋

･虫かご

･捕虫網

●

●

●

●

ＶＴＲ

スライド

しおり

虫かご

･捕虫網

●

●

●

●

ビニール

袋

図鑑

メモ帳

レク道具

･飼育箱

･植え木鉢

● ビニール

袋

･生・自

Ⅲ－７

．国Ｖ－４

･数ｌＶ－６

･家Ｖ－４

･理Ｖ－２０

.生・自

１－２

・理Ｖ－２４

２３

･保Ｖ－２

・国Ｖ－１７

・社Ｖ－５

６，９

２４，３２

・数Ⅲ－７

Ｗ－７

・理Ｖ－２２

・職Ｖ－２４

・生・遊

Ⅲ－５

・生・自

Ⅲ－１

・国Ｖ－４

・職Ｖ－２

・家ＩＶ－１ｑ

Ｖ－２ｉ

・理Ｖ－２：



高等部１０～11月

－１８０－

単
元
名

職場の生活

(24）

目
標

○

○

実際の職場で働く心構えをもたせ，与えられた仕事を責任をもつ

て果たそうとする態度を養う。

働く体験を通して，まわりの人々と協調して仕事をすることの大

切さをわからせ，好ましい人間関係を保つことができるようにする。

主な学習活動。内容 留意点 準備 関連内容

1．職場実習について話し合う。

(1)職場実習の心構えについて話

し合う。

○

○

○

実習の意義

実習での目標

職場で注意すること

(2)後期の実習計画を調べる。

○

０

０

○

実習する職場

期間や就労時間

仕事の内容

実習職場の名称や所在地

2．必要な準備や練習をする。

(1)必要なものを調べる。

○

○

●

実習日誌

持ち物

作業服・弁当など

(2)必要なことを練習する。

○

○

０

○

○

○

日誌の記入と提出の仕方

あいさつの仕方

作業上の届けや報告

具合の悪いときの処置

電話連絡の仕方

作業服の着脱，持ち物整理

3．職場訪問をする。

(1)訪問の計画を調べる。

○

○

期日，時間

訪問の順序と経路

０

○

○

○

○

○

○

これまでの実習でよくできたこ

とやうまくいかなかった事例を対

比させ，すすんで問題を見つけた

り，発表したりできるように資料

を準備する。

実習職場への配置は，これまで

の作業学習や生活態度などから適

性や通勤方法を考慮する。

休憩時間や就労時間等を比較し

て学校生活と職場の生活との違い

をわからせる。

実習日誌つづりや持ち物の記名

などを通して，実習への動機づけ

を図る。

職場の一日の生活の流れを模擬

的にとり扱い職場での対処の仕方

をわからせる。

これまでの実習日誌をもとに，

記入の仕方を確認する。

働く人々の様子を具体的につか

ませるために，班ごとに見学の観

点を話し合わせ，課題意識をもた

せる ◎

● ＶＴＲ

･スライド

･写真

･巡回指導

記録簿

･職場実習

計画書

｡市内地図

･実習日誌

。作業服

･タイムカ

－ド

･模型電話

･作業服

･実習職場

●

一覧表

カメラ

職ｌＶ－２８

２９

Ｖ－２３

２４，２８

１V－４

５，２４

社Ｖ－２３

２５，３２

数ＩＶ－８

生・基

Ⅲ－３２

３５

国ＩＶ－４

１６

Ｖ－５

社Ｖ－３

ＩＶ－７

保・体

５，７

生・公

Ⅲ－３

社Ｗ－ｌ６

Ｖ－ｌ８

職Ｗ－２７

●
●

●
●
●
●
●
●
●
●



－１８１－

主な学習活動。内容 留意点 準備 関連内容

(2)職場訪問をする。

●

ａ
同
一
Ⅱ
今
▲

5．

○

○

○

○

｡

｡

●

自己紹介

出勤した時の様子

タイムカード

更衣室など

働く様子

服装・仕事内容など

就労時間や出勤。退社時刻

通勤練習をする。

０

○

●

通勤方法

交通機関・所要時間

出勤時の様子

実習壮行会の練習をする。

○

○

実習先実習目標

仕事内容
ｒ－－－－－

－－一ー－ー－－一一

一一一可

|実習壮行会に参加する。Ｉ

|職場実習をする。
１－－－－－－－－－－一一一一一一一一一

6．実習の反省をする。

（１）報告会の準備をする。

○

○

」

計画・期日・会場

日誌の整理と発表内容

(2)実習報告会を開く。

０ 体験発表，意見や感想

(3)お礼状を出す。

○

○

○

お世話になった人

感謝の表わし方

手紙書きと投函

7．校内実習について話し合う。

(1)計画を調べる。

○ 期間，作業内容，仕事分担

(2)準備をする。

○

○

道具や材料の準備と点検

作業場の設営
ｒ工こ二三三二三一＝三一一句

L種屋珪賓査z宣至Lg_」
8．校内実習の反省をする。

）

）

〕

〕

。

働く人の様子や仕事内容，出勤

時の様子など学校生活と比較させ

○

る０

必要事項はメモ帳に記入させる。

職場内を見学する場合は安全に

十分留意させる。

○

班ごとに見学のまとめを話し合

わせ，わかったことを発表させる。

保護者との連絡を密にして，実

際の通勤時間帯に実施することに

０

｡

より，通勤状況を確認する。

発表内容を用紙に書かせ， 人

ひとりに実習への決意をのべ意欲

的に取り組む姿勢をもたせる。

職業安定所や協力職場の人たち

の話を聞く機会を設けるように計

○

画する。

○

実習日誌や写真などをもとにし

て，経験したことや反省などをま

とめさせる。

実習を通して一人ひとりの良か

った面を激励し，すすんで発表す

る意欲をもたせる。

作業場や道具や材料の準備など

の環境設定はできるだけ生徒たち

の手にまかせる。

職場実習の経験を生かして実際

の職場の形態に近い雰囲気で，で

きるだけ生徒たちに自主的に運営

させる。

｡ メモ帳

｡連絡網

･発表用紙

①

、

スライド

８ミリ

｡写真

｡実習日誌

｡作文用細

｡名刺

・封筒

｡便せん

① 切手

｡グラフＩＥＩ

紙

･納品書

｡出来高言

録表

｡実習日言

交

ｍ－２

Ｖ－５

Ｗ－５

Ｖ－１

Ｖ－４

３２，３９

２２，４１

公

ｍ－１

Ｖ－６

社

１－１］

Ｗ－６

Ｖ－７

１１

Ｗ－１

Ｗ一］

・公

Ⅲ一

・社

’一：

１Ｖ－

－１，

２３１

Ｗ一

国
社
生
生
職
Ｖ
国

●

○

９
。

生
国
職
社
職
創
生
数
生
国
国
。

●

。

９
③
●

●

⑨
●

●

①

②
。
。
。



高等部１２月

－１８２－

単
元
名

年のくれ

(16）

目
標

○ 正月をひかえたあわただしい家庭生活や街の様子をわからせ年末

の行事へすすんで参加する態度を育てる。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．冬の生活について話し合う。

(1)気候について調べる。

○

○

気温の変化

野山の変化

(2)年末の家庭生活について考え

る

○

０

○

◎

大そうじ

暖房器具の手入れ

買い物

2．街の様子について調べる。

(1)街の見学について調べる。

○ 日時，見学先

(2)見学の準備をする。

０

○

班編成

買い物の計画

(3)街の見学をする。

○

○

大売り出しの様子

買い物と会食

(4)見学の反省をする。

○

０

商店街の様子

買い物時の様子

3．年末の行事をする。

(1)クリスマス会をする。

○ 出し物，飾りつけ

(2)すすはらいをする。

○

○

○

教室内外の清掃

持ち物の整理

花園の手入れ

○

○

○

○

○

○

０

○

０

○

○

○

気温や服装，樹木の様子など夏

と比較して考えさせ自然の移り変

わりをわからせる。

季節を代表する生活用品を準備

したりして季節感をわからせる。

実態に応じて暖房器具の取り扱

い方の指導も取り上げる。

力

広告やちらしが多くなったこと
壷

〕1つ， 買い物などの迎春準備であ

わただしい年末の家庭生活に目を

むけさせる。

見学先は生徒たちの希望を生か

して決める。

商店街の略地図を準備して買い

物コースを決めさせる。

模擬貨幣を使ってお金の支払い

方や買い物時に必要な応答の仕方

を練習させる。

品物の選択やお金の支払いIまで

きるだけ自分の力でさせる。

り

買ってきた品物の値段を調べた

， 小遣い帳をつけさせたりする。

学部生徒会と連携をとり，会の

計画立案，運営にあたらせる。

他教科・領域との関連を図りな

がらすすめる。

清掃や整理・整とんをすすめる

にあたっては，美化作業と関連を

図りながら効率的に行わせる。

･温度計

･気温グラ

フ

･絵カード

･衣料

･清掃用具

･ストーブ

･火災予防

ポスター

･ちらし

･略地図

●

●

ちらし

スライド

･模擬貨幣

･貨幣

･小遣い帳

● クリスマ

スツリー

･紙テープ

他

･清掃用具

理Ｖ－２０

生・自

Ⅲ－７

数Ｗ－６

１１

家Ｗ－２３

２４，２５，２９

国Ⅳ－１１

生・金

１－１

数Ｖ－５

国Ｖ－６

社Ｖ－３２

国Ｖ－５

７

生・金

Ⅲ－２

３，５

社Ｖ－９

家１V－４１

国Ｖ－４

家ＩＶ－４２

社Ｖ－６

音ＩＶ－８

美Ｖ－５

職Ｗ－９

１８

家ＩＶ－２２

２３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



高等部１月

－１８３－

蛍
手
元
須
声

新しい年

(12）

目
標

０

０

新年を迎えたことを喜び合い，今年の希望や抱負を語るとともに，

その実現への心構えをもたせる。

お年玉の取り扱いを通して，金融機関の利用の仕方や，金銭の計

画的な使い方をわからせる。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．新しい年について話し合う｡

(1)冬休みの思い出を発表する。

○

○

楽しかったこと

がんばったこと

(2)新年の希望や抱負を話し合う。

(3)新春の行事をする。

○

○

鏡びらき

たこあげ大会

2．お年玉について話し合う。

(1)お年玉調べをする。

○

○

金額

小遣い帳の見方・つけ方

(2)お年玉の計画的な使い方につ

いて話し合う。

○

○

０

自分の買い物

社会に役立つ使い方

預・貯金

(3)預・貯金の方法を調べる。

○

○

預・貯金の意味

預・貯金する機関

(4)郵便局や銀行を見学する。
○

０

郵便局や銀行の仕事

預・貯金の仕方

○

○

○

○

○

０

○

○

○

休み中の課題帳や日記などをも

とに，年末年始の諸行事や人との

応対を中心に発表させる。

３学期の主な行事を知らせ，新

年の見通しや自覚をもたせる。

行事を通して新年の希望や抱負

を表現させる。

製作や実施にあたっては，他教

科・領域との関連を図る。

お金の分類や読み方，計算，記

帳など，一人ひとりの能力に応じ

た学習内容を考える。

て

模擬貨幣や実際の貨幣等を使っ

， 具体的に調べさせる。

模擬貨幣を操作しながら，自分

の買い物だけでなく，家庭や社会

への役立て方など，計画的な使い

方を考えさせる。

預入票や払戻票の記入の仕方に

ついては他教科との関連を図る。

実際に預・貯金したり，通帳を

受け取らせたりして，郵便局や銀

行の利用に慣れさせる。

･課題帳

● 日記

･行事暦

･調理用具

･調理材料

･たこ材料

･模擬貨幣

･貨幣

･小遣い帳

･模擬貨幣

･預入票

･払戻票

● 通帳など

国Ｖ－４

７，８

生・交

Ⅲ－５

国Ｖ－６

家Ｖ－ｌ４

１８，２２

美Ｖ－５

美Ｖ－７

生・金

Ⅲ－５

職Ｖ－１８

家ＩＶ－４２

家Ｖ－４２

家Ｖ－４３

生・金

Ⅲ－４

生・金

Ⅲ－１

数Ｖ－１

国Ｖ－１４

社Ｖ－１'１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



高等部 l～２月

184

単
元
名

地域との交流

(28）

目
標

○ みんなで協力して訪問に必要な仕事をすすめたり，奉仕活動や表

現活動を通して地域の人々との心のふれ合いを深めたりして，身近

な地域社会に目を向けさせる。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．今までの交流会を思い出す。

○ 昨年の交流会の様子

2．交流会について話し合う。

○

○

場所や交通機関

交流園の様子

3．訪問の計画を調べる。

(1)期日や日程を調べる。

(2)訪問内容を話し合う。

○

○

○

奉仕活動

プレゼント

レクリエーションなど

4．訪問の準備をする。

(1)製作や練習の計画を立てる。

(2)班編成をする。

(3)製作や練習をする。

○

○

○

プレゼントや小道具づくり

歌や合奏，劇などの練習

会話やそうじの仕方

(4)訪問の荷造りをする。

5．訪問する。

○ 奉仕活動

ｏレクリェーシヨン

○ 園の人々との対話

6．訪問の反省をする。

(1)反省会をする。

(2)お礼状を書く。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

これまでの写真や交換しあった

プレゼントなどをもとに，交流会

の様子を思い出させる。

ＶＴＲやパンフレット , 地図等

をもとに園の様子を概観させ，交

○

流への見通しをもたせる。

期日や当日の日程等はあらかじ

めプリントしておき，計画を立て

やすくしておく。

訪問内容は今までの学習経験を

生かせるものを考えさせ，自主的

に準備しようとする意欲を育てる。

計画表をもとに当日までの日程

を考えさせる。

生徒たちの話し合いをもとに，

製作や準備の班を編成する。

製作や練習は他教科・領域との

関連を図る°

製作では，役割分担したり，共

同作業をしたりしながら，一人ひ

とりの能力に応じた活動をさせる。

交流先の人々とすすんで楽しく

会話ができるように，話の要点を

まとめさせておく。

園内の人々との交流で特に印象

に残ったことを中心に発表させる。

● 写真

･昨年のプ

レゼント

・ＶＴＲ

･地図

･パンフレ

●

ツ 卜

プリント

･計画表

･プレゼン

ﾄの材料

･劇やリズ

ムの小道

具類

･楽器類

･プレゼン

卜

･作業用具

･便せん

･封筒など

国Ⅲ－２

国Ｖ－４

社Ｖ－３１

社Ｖ－３２

国Ⅲ－６

国Ｖ－２

国Ⅲ－１３

国Ｖ－３

国Ｖ－６

国Ｖ－１

国Ⅲ－２

数Ｖ－５

社ＩＶ－５

６，７

職Ｖ－１

９，８

音Ｖ－６

９，１２

美Ⅲ－８

国Ｖ－５

国Ｖ－８

社Ｖ－１

国Ｖ－４

１９，２２

社Ｖ－４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



高等部１～２年２～３月

－１８５－

単
元
名

もうすぐ進級

(32）

目
標

○

○

文集を作ったり，作品を整理したりする活動を通して一牛問の肌

長を確かめさせる。

三年生との交流を深め，卒業を喜び合うとともに，新年度への心

がまえをもたせる。

主な学習活動・内容
占留意，､､、 準備 関連内容

一年間の反省をする。

(1)学級や学部の歩みを思い出す。

○

０

思い出に残る行事と反省

学部・学級の十大ニュース

(2)自分の歩みをふりかえる

○

○

身長や体重の変化

継続した活動など

1．文集を作る。

(1)計画を話し合う。

○ 形式，内容，表紙

(2)製作する。

○

◎

原稿，清書，編集，製本

3．卒業式の練習をする。

4．お別れ会をする。

(1)計画を話し合う。

○ 日時，場所，内容

(2)準備や練習をする。

○

０

○

係と役割分担

レクリ
、

エーコノヨ ン

プレゼント準備など

(3)お別れ会を開く。

5．

「
ｰｰ－－一三℃－－一七＝ーーーー

可

L饗迦劃哩乏｡_」
新学年度の準備をする。

(1)教室の整備をする。

０

０

作品の整理と保管

掲示物の撤去と大そうじ

(2)来年度への希望を話し合う。

）

〕

ＶＴＲやスライド，行事暦など

で年間の主な経験を思いおこさせ

特に，印象に深かったことを発表

０

させる。

グラフ化しておたがいに比較し

合い，個人ごとの成長の歩みに気

づかせる

○

◎

前年度の文集を参考にさせなが

ら生徒一人ひとりの発想を大切に

取り扱う。

○

一年間の思い出や新学年の抱負

など，能力に応じて絵や文章で表

現させる。

○

ＶＴＲや写真などで，昨年の会

を思い出させながら，できるだけ

０

生徒たちで主体的に計画させる。

○

一人ひとりの能力や個性を生か

した役割分担をさせる。

他教科・領域との関連を図りな

がらすすめる。

会の運営は１．２年生を中心に

して行なわせる。

一年間に作りあげた作品を整理

しながら，がんばったことなどを

確かめ合わせる。

一年間使った教室に感謝の気持

ちをこめて丁寧にそうじさせる。

ＶＴＲ

スライド

行事暦

,写真

,身体測定

表

,グラフ

･前年度の

文集

･原稿用紙

･画用紙

● 用紙

・ＶＴＲ

● 写真

･スライド

・紙テープ

.色紙

●

●

用紙

カセット

ﾗア

｡作品

プ

､製作物

･清掃用；

国Ｖ－２

４

数m－７

'数m－１０

Ｗ－１１

．国Ｗ－１Ｃ

Ｖ－６

ｏ社Ｖ－６

．国Ｗ－１（

･職ＩＶ－３

・国Ｖ－２

（

。数Ｖ－（

・社Ｖ－（

・美m－ｌ

・音Ｗ－ｌ

・国ｌＶ－１

・美Ⅲ一：

。家ＩＶ－１

・職Ｗ一

・国Ｗ一



高等部３年２～３月

－１８６－

単
元
名

もうすぐ卒業

(16）

目
標

０

て

三年間の思い出を発表したり，作品を整理したりする活動を通し

， 学校生活のまとめをするとともに，感謝の気持ちを持って卒業

する態度を育てる。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．三年間の歩みをふりかえる。

○

○

○

主な行事

楽しかったこと

がんばったこと

2．作品等の整理をする。

(1)文集の原稿整理をする。

○

○

補稿

清書

(2)美術や作業学習の作品整理を

する

○

。

分類と表示

(3)卒業アルバムを整理する。

○ 写真貼り

ｏカット絵や説明文の挿入

3．タイムカプセルをつくる。

(1)計画を立てる。

○

○

目的

内容と日程

(2)製作をする。

○

○

係と分担

資料収集

(3)収納作業をする。

○

○

記念碑の清掃

収納

○

○

○

○

０

○

○

○

アルバムやスライドなどで，い

ままでの主な出来事を思い出させ

たり，行事暦と関連づけて印象を

新たにさせたりする。

原稿はこれまでに書いた作文の

中力
参

〕１つ ，

ばせる。

特に印象深い出来事を選

マス目の下じきを使って丁寧に

清書させる。

絵画や立体作品の分類，題や製

作年月の表示など，整理の仕方を

例に示して考えさせる。

アルバムは仕上げを一部残して

おき ， 自分たちの手で写真やカツ

卜を貼らせる。

他校の様子や昨年の様子をスラ

イドで紹介したり，事典で調べさ

せたりして，タイプカプセルへの

イメージや製作への意欲をもたせ

る◎

内容物と係分担は，できるだけ

生徒たちの希望を生かし，活動に

主体性をもたせる。

収納にあたっては，決意をのべ

たり，希望を発表させたりする。

・アルバム

･スライド

●

●

ＶＴＲ

８ミリ

･行事暦

･作文

･方眼紙

･絵画

･立体作品

･表示カー

●

●

●

ド

アルバム

写真

カット絵

･事典

･スライド

･分担表

･容器

･資料

･タイムカ

プセル

･清掃用具

国Ｉ－６

ｍ－４

ＩＶ－４

数ｍ－７

国Ⅲ－１４

１７

国ＩＶ－１５

１８，１９

国Ⅲ－１３

１７

国ＩＶ－１９

美１－１０

職Ｖ－２４

国Ｖ－１２

数Ⅲ－７

職Ｖ－２４

生・役

Ⅲ－４

生・手

Ｉ－８

ｍ－１０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



－１８７－

主な学習活動。内容 留意点 準備 関連内容

４．社会人になる準備をする。

(1)心がまえについて話し合う。

○

○

いろいろな人との接し方

くじけない心

(2)身だしなみを整える。

○

○

○

ネクタイやタイピンの扱い

化粧の仕方

必要な携帯品

5．卒業後の結びつきをつくる。

(1)同窓会へ入会する。

０

○

組織

活動

(2)同期生の組織をつくる。

○

Ｃ

必要な係

連絡網

6．卒業の準備をする。

(1)卒業式の練習をする。

０

０

○

作法

呼びかけ

歌

(2)教室の整備をする。

○

○

○

掲示物の撤去

ロッカーの整理

大そうじ

(3)お別れ会の準備をする。

○

○

○

出し物の決定

練習

プレゼント準備

(4)お別れ会に参加する。
吟一一一一一一一一一一一一一一一一一１１

|卒業式に参加する。ｉ
Ｌ－－－－一一一一一一一一一一一一Ｊ

。

｡

○

０

○

○

職場の上司や友達など，具体的

に相手を想定して考えさせる。

ほめられたことや，注意された

ことなどを具体的に思い出させて

大切な事柄について考えさせる。

具体物を使って練習させたり，

考えさせたりして，エチケットの

大切さに慣れ，社会人への自覚を

○

○

もたせる。

同窓会の活動の様子を，卒業生

と出会った状況や記録などから調

くさせる。

○

同窓会の活動以外にも，社会的

交流の場として，いろいろあるこ

○

とに触れる。

同期生の紳を保っていくために

必要な係の方法を，先輩たちの例

をとって考えさせる。

学年で出来る内容を調べさせ，

自分たちで計画を立てて積極的に

取り組ませるようにする。

これまで使ったロッカーや教室

に感謝の気持ちを込め，すみずみ

まで丁寧なそうじをさせる。

自分たちで出し物を決めさせた

り，練習させたりして，積極的な

参加をさせる。

絵やことばカードなどのプレゼ

ン卜を準備して，感謝の気持ちを

伝えさせる。

･ネクタイ

● タイピン

｡化粧品

・ハンカチ

チリガミ

クシなど

必要な携

帯品

･行事暦

･清掃用具

・カード

･画用紙

国Ⅲ－２

国Ｖ－５

職Ｖ－４

２４

家Ｖ－４１

職Ｖ－４

家Ｖ－４

生。基

１－２４

職ＩＶ－４１

社Ｗ－８

社Ｖ－４

１０

、
●
●
●
０
。
●
●
●
●

国Ⅲ－９

数ｍ－７

音ＩＶ－１：

１‘

生。基

Ⅲ－３

生。手

Ⅲ－２

１－２

職Ｖ－２

音ｌＶ－ｌ

美Ｖ－１

●
●
。
、
●
●
●
●



生活単元学習実践例紹介

小学部６月単元「宿泊学習（１）」 小学部１１月単元「ふようまつり」

中学部６～７月単元「宿泊学習」 中学部１２月単元「年のくれ」

#認

高等部７月単元「臨海学校」 高等部１２月単元「年のくれ_’
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